
１
　
は
じ
め
に

奥
津
イ
ワ
ク
ラ

・
中
津
イ
ワ
ク
ラ

・

辺
津
イ
ワ
ク
ラ
、
こ
の
神
秘
的
な
神
代

の
祭
祀
思
想
と
さ
れ
る
も
の
は
、
ど
の

よ
う
な
歴
史
的
経
過
に
よ
り
生
ま
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
イ
ワ
ク
ラ

に
関
心
を
持
つ
人
に
と
つ
て
大
き
な
疑

間
で
あ
ろ
う
。
「三
つ
の
イ
ワ
ク
ラ
か
ら

な
る
祭
祀
思
想
」
の
元
祖
と
さ
れ
る
大

神
神
社
の
社
伝

（文
献
ｌ
Ａ
Ｂ
）
に
は

次
の
よ
う
に
あ
る
。

奥
津
磐
座
　
大
物
主
大
神
　
神
代
よ

り
鎮
座

↓

中
津
磐
座
　
大
己
貴
命
　
　
第
５
代

孝
昭
天
皇

（即
位
‥
紀
元
前
４
７
５
年
）

の
御
代
辺
津
磐
座
　
少
彦
名
命
　
　
第
２
２

代
　
清
寧
天
皇

（即
位

‥
４
８
０
年
）

の
御
代
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
立
証
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
論
文
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
を
イ
フ
ク
ラ
学
と
考
古
学

の
視
点
か
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
イ
ワ
ク
ラ
学
会
誌
第
１

０
号
に
掲
載
し
た
研
究
論
文

「三
輪
山

の
源
流
　
海
を
照
ら
し
て
よ
り
来
る

神
」
の
続
編
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、

初
期
ヤ
マ
ト
王
権
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
三
輪
王
朝
以
後
の
、
王
権
に
よ
る

イ
ワ
ク
ラ
祭
祀
を
研
究
し
た
も
の
で
あ

フ（υ。本
論
文
は
、
初
期
の
二
輪
山
と
沖
ノ

島
の
祭
祀
を
同

一
祭
主
（ヤ
マ
ト
王
権
）

よ
る
も
の
と
推
定
し
、
社
殿
神
道
の
流

れ
の
中
で
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀
の
変
遷
を
考

察
し
た
。

最
初
に
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
太
陽
信
仰

に
つ
い
て
論
述
し
た
。
次
に
、
沖
ノ
島

と
三
輪
山
の
イ
ワ
ク
ラ
群
の
段
階
的
成

立
を
考
古
学
的
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
て

論
証
し
た
。
そ
の
中
で
、
王
権
に
よ
る

イ
ワ
ク
ラ
祭
祀
が
、
三
輪
王
朝
の
時
代

に
大
神
族
の
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀
と
太
陽
信

仰
を
習
合
す
る
形
で
生
ま
れ
、
河
内
王

朝
の
時
代
に
沖
ノ
島
の
岩
上
イ
ワ
ク
ラ

祭
祀
に
適
用
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

最
後
に
、
沖
ノ
島
と
三
輪
山
の
連
動

し
た
関
係
か
ら
、
奥
津
イ
ワ
ク
ラ

・
中

津
イ
ワ
ク
ラ

・
辺
津
イ
ワ
ク
ラ
の

「三

つ
の
イ
ワ
ク
ラ
か
ら
な
る
祭
祀
思
想
」

が
、
太
古
か
ら
あ
る
祭
祀
思
想
で
は
な

く
、
６
世
紀
後
半
以
降
の
大
神
神
社
形

成
期
に
沖
ノ
島
と
の
祭
祀
的
な
交
流
の

な
か
で
芽
生
え
、
奈
良
時
代
末
の
宗
像

大
社
の
三
神
合
祀
の
影
響
に
よ
り
神
社

の
教
義
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
結
論

し
た
。
そ
の
象
徴
が
大
神
神
社
の

「三

ツ
鳥
居
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
奥
津
イ

ワ
ク
ラ

。
中
津
イ
ワ
ク
ラ

・
辺
津
イ
ワ

ク
ラ
の
二
つ
の
イ
ワ
ク
ラ
を
拝
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
記
紀
の
大
三
輪
神
話
が
、
５

世
紀
後
半
の
伊
勢
遷
宮
を
契
機
と
し
た

太
陽
神

（ア
ニ
ミ
ズ
ム
）
か
ら
大
物
主

神

（人
格
神
）

へ
の
移
行
か
ら
生
ま
れ

た
こ
と
を
述
べ
た
。

本
論
文
に
お
い
て
は
、
客
観
的
な
見

方
を
強
調
す
る
た
め
に
原
則
と
し
て

「イ
ワ
ク
ラ
」
の
表
記
を
用
い
た
が
、

引
用
文
や
固
有
名
詞
な
ど
で

「磐
座
」
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と
記
載
の
あ
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
と
し

た
。

２
　
ヤ
マ
ト
王
権
の
太
陽
祭
祀

（１
）
ヤ
マ
ト
王
権
の
時
代

ヤ
マ
ト
王
権
の
時
代
を
、
こ
こ
で
は

説
明
上
、
祭
祀
の
変
遷
を
も
と
に
在
位

天
皇
名
で
以
下
に
区
分
す
る
。
（　
）
内

は
、
主
と
し
て
政
権
の
中
心

（宮
）
が

あ
っ
た
所
で
あ
る
。

①
崇
神
～
仲
哀
期

（纏
向
）
三
輪
王
朝

の
時
代

②
応
神
～
安
康
期

（河
内
）
沖
ノ
島
岩

上
祭
祀
の
時
代
（河
内
王
朝
の
前
期
）

③
雄
略
～
宣
化
期
（河
内
～
大
和
）

伊

勢
遷
宮
か
ら
仏
教
伝
来
の
前
ま
で

④
欽
明
～
光
仁
期

（大
和
）
仏
教
伝
来

以
降

（社
殿
神
道
の
発
展
）

表 1 ヤマト王権の祭祀の変遷区分 (在位天皇名)注  年代は大まかな目安を示すものである

①
崇
神
～
仲
哀
期

（経
向
）

こ
の
時
期
は
大
和
の
三
輪
山
の
西
麓

に
本
拠
を
お
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
た
め

三
輪
王
朝
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。
崇

神

・
垂
仁

。
景
行

・
成
務

・
仲
哀
天
皇

の
時
代
で
あ
る
。

大
型
古
墳
は
、
古
墳
の
編
年
な
ど
か

ら
そ
の
時
代
の
盟
主

（大
王
）
の
墳
墓

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

古
墳
時
代
の
前
期
に
三
輪
山
山
麓
に
渋

谷
向
山
古
墳

貧
只
行
陵
に
比
定
）、
箸
墓

古
墳

（卑
弥
呼
の
墓
と
推
測
す
る
研
究

者
も
い
る
）、
行
燈
山
古
墳

倉
ホ神
陵
に

比
定
）
な
ど
の
墳
丘
長
が
２
０
０
～
３

０
０
メ
ー
ト
ル
あ
る
大
古
墳
が
点
在
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
方

（現
桜
井
市

や
天
理
市
）
に
王
権
が
あ
っ
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
王

た
ち
の
官

（都
）
は

『
記
紀
』
に
よ
れ

ば
、
先
に
挙
げ
た
大
古
墳
の
あ
る
地
域

と
重
な
つ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
崇
神
に
始
ま
る
政
権
は
こ
の
地

域
を
中
心
に
成
立
し
た
推
測
で
き
る
。

（文
献
２
）

②
応
神
～
安
康
期

（河
内
）

こ
の
時
期
に
関
し
て
は
未
書
に
倭
の

五
王
の
記
事
が
あ
り
、
実
在
の
可
能
性

は
高
い
。
ま
た
、
大
阪
平
野
に
は
、
河

内
の
誉
田
御
廟
山
古
墳

（伝
応
神
陵
）

や
和
泉
の
大
仙
陵
古
墳

（伝
仁
徳
陵
）

な
ど
巨
大
な
前
方
後
円
墳
が
現
存
す
る

こ
と
や
、
１
５
代
応
神
は
難
波
の
大
隅

宮
に
、
１
６
代
仁
徳
は
難
波
の
高
津
官

に
、
１
８
代
反
正
は
丹
比

（大
阪
府
羽

曳
野
）
の
柴
垣
に
都
が
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
阪
平
野
に
強
大

な
政
治
権
力
の
拠
点
が
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
河
内
に
本
拠
地
を
置
き
、
河

内
湾
に
港
を
築
き
、
水
軍
を
養
い
、
瀬

戸
内
海
の
制
海
権
を
握
っ
て
い
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
時

期
を
河
内
王
朝
と
も
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
た
び
た
び
中
国
の
南
朝
の
宋

ヘ

遣
使
を
行
い
、
朝
鮮
半
島

へ
の
外
征
も

行
う
な
ど
航
海
術
に
関
し
て
も
優
れ
た

も
の
を
持
ち
、
ア
ジ
ア
ヘ
と
つ
な
が
る

海
洋
国
家
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（文
献
２
）

3週ヒ糸己 4世紀 5週ヒ糸己 6世紀 7世紀 8世紀

生

代

弥

時

1崇神
～
仲哀期‐‐応神|～安康期 1雄略

～
1宣化期 欽明

～
光仁期

‐
古墳時代前期■

崇神～応神～仁徳

古墳時代中期

履中
～
武烈

古墳時代後期 (含む終末期)

1継体～推古
～
文武

1飛鳥時代 奈良時代



③
雄
略
～
宣
化
期

（河
内
～
大
和
）

５
世
紀
後
半
の
雄
略
朝
の
時
代
は
、

王
権
が
著
し
く
伸
張
し
た
時
期
で
あ
り
、

飛
鳥
時
代

へ
と
つ
な
が
る
古
代
国
家
の

礎
が
で
き
た
時
期
と
い
え
る
。

雄
略
天
皇
は
、
い
わ
い
る
河
内
王
朝

の
時
代
の
人
で
あ
る
。
河
内
王
朝
は
、

武
烈
天
皇
の
時
代
に
皇
統
が
断
絶
し
終

焉
す
る
。
そ
の
後
、
河
内

。
大
和
以
外

の
地
か
ら
継
体
天
皇
が
迎
え
ら
れ
る
。

継
体
天
皇
は
山
城

・
摂
津
地
域
を
点
々

と
し
た
の
ち
最
後
に
大
和
に
官
を
置
い

た
。
こ
れ
が
、
飛
鳥
時
代
源
流
の
地
と

な
っ
た
。

三
輪
山
で
の
王
権
祭
祀
は
、
河
内

。

大
和
を
主
体
と
す
る
連
合
王
国
の
中
の

有
力
国
と
し
て
の
祭
祀
で
あ
つ
た
。
雄

略
朝
の
時
代
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
諸

国
が
統
合
さ
れ
中
央
集
権
が
進
む
に
と

も
な
い
、
日
本
国
を
想
定
し
た
祭
祀
の

場
と
し
て
伊
勢
神
官
が
創
設
さ
れ
た
。

最
初
そ
れ
は
、
近
代
的
な
要
素
を
取
り

入
れ
た
イ
ワ
ク
ラ
皇
祖
祭
祀
で
あ
つ
た
。

④
欽
明
～
光
仁
期

（大
和
）

欽
明
朝
の
時
代
に
百
済
よ
り
伝
来
し

た
仏
教
は
、
ま
さ
に
黒
船
で
あ
つ
た
。

そ
の
受
け
入
れ
を
巡
っ
て
激
し
い
争
い

が
起
こ
っ
た
。
そ
う
し
た
国
神
祭
祀
の

危
機
の
な
か
で
、
今
日
の
神
社
の
原
型

と
な
る
社
殿
神
道
は
生
ま
れ
た
。
そ
れ

は
、
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。

「三
輪
高
宮
家
系
図
」
に
よ
れ
ば
、

大
神
祭

（四
月
祭
）
は
欽
明
朝
に
始
め

ら
れ
た
と
あ
る
。
こ
れ
も
、
排
仏
派
の

三
輪
君
氏
に
よ
る
仏
教

へ
の
対
抗
策
と

思
わ
れ
る
。

こ
れ
以
降
、
三
輪
山
に
お
け
る
従
来

の
イ
ワ
ク
ラ
個
別
祭
祀
は
、
露
天
祭
祀

の
要
素
を
取
り
入
れ
た
禁
足
地
で
の
イ

ワ
ク
ラ
一
括
祭
祀
の
形
態
に
変
貌
し
た
。

そ
し
て
奈
良
時
代
末
の
光
仁
朝
の
時
代

に
、
宗
像
大
社
に
な
ら
つ
た
三
つ
の
イ

ワ
ク
ラ
思
想
が
完
成
し
、
三
ツ
鳥
居
が

創
建
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（２
）
ヤ
マ
ト
王
権
に
よ
る
太
陽
祭
祀

（注
）
太
陽
の
光
を
直
接
意
識
し
た
古
代
の
太

陽
光
祭
祀
は
、
三
輪
山
で
は
倭
笠
縫
邑

含
π
伊

勢
）
の
時
代
、
沖
ノ
島
で
は
岩
上
祭
祀
の
時
代

を
も
っ
て
終
焉
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

５
世
紀
後
半
に
、
そ
れ
ら
は
皇
祖
の
祭
祀
と

し
て
伊
勢
神
宮
に
新
し
い
形
で
統
合
さ
れ
た
。

ヤ
マ
ト
王
権
の
初
期
、
三
輪
山
の
西

麓
に
展
開
す
る
纏
向
遺
跡
を
根
拠
地
と

す
る
三
輪
王
朝
が
三
輪
山
で
祭
祀
を
行

っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
玄
海
灘
に
浮
か
ぶ
沖
ノ
島
は
、

海
の
正
倉
院
と
も
呼
ば
れ
る
豪
華
な
遺

物
か
ら
ヤ
マ
ト
王
権
の
祭
祀

へ
の
強
い

関
与
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
何
に
対
し

て
祈
り
を
捧
げ
た
の
か
は
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ヤ
マ
ト
王

権
が
共
通
の
祭
祀
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

三
輪
山
と
沖
ノ
島
は
同

一
の
神
で
あ
る

こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

ヤ
マ
ト
王
権
を
築
い
た
と
さ
れ
る
天
孫

族
の
祖
先
は
天
照
大
御
神
で
あ
り
、
そ

三輪山 (倭笠縫邑)

3世紀後半～ 5世紀前半

伊勢神官に統合

5世紀後半～

沖ノ島

4世紀後半～ 5

世紀前半

９
“



の
御
魂
は
鏡
で
あ
る
。
古
事
記
の
天
孫

降
臨
に
際
し
、
天
照
大
御
神
は

「
こ
の

鏡
は
、
専
ら
我
が
御
魂
と
し
て
、
吾
が

前
を
拝
す
る
が
ご
と
き
、
斎
き
奉
れ
」

と
神
託
し
た
こ
と
か
ら
、
太
陽
神
の
可

能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
太

陽
に
向
か
い
、
三
輪
山
で
は
王
権
の
護

持
を
、
沖
ノ
島
で
は
航
路
の
護
持
を
祈

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
輪
山
の
奥
津
イ
ワ
ク
ラ

。
中
津
イ

ヮ
ク
ラ

。
辺
津
イ
ワ
ク
ラ
の
成
立
を
考

察
す
る
た
め
に
は
、
三
輪
山
の
研
究
が

第

一
で
あ
る
が
、
三
輪
山
は
神
体
山
で

あ
り
宗
教
的
な
理
由
か
ら
発
掘
が
全
面

的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
に
、

民
有
地
か
ら
偶
然
に
発
見
さ
れ
た
山
ノ

神
遺
跡
、
奥
垣
内
遺
跡
等
が
あ
る
の
み

で
あ
り
、
三
輪
山
全
山
は
神
秘
の
ベ
ー

ル
に
今
な
お
包
ま
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

し
か
し
、
沖
ノ
島
に
お
い
て
は
、
昭
和

２
９
年
か
ら
昭
和
４
６
年
に
か
け
て
、

一
次
～
二
次
の
学
術
調
査
が
な
さ
れ
詳

細
な
報
告
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本

論
文
は
、
沖
ノ
島
の
祭
祀
者
が
三
輪
山

と
同
じ
ヤ
マ
ト
王
権
で
あ
る
こ
と
に
着

日
し
、
同
時
代
の
沖
ノ
島
の
イ
ワ
ク
ラ

祭
祀
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
輪

山
の
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀
の
実
態
に
迫
る
も

の
で
あ
る
。

（３
）
沖
ノ
島
の
太
陽
祭
祀

沖
の
島
は
岩
上
祭
祀
に
始
ま
り
、
岩

陰
祭
祀
↓
半
岩
陰

・
半
露
天
祭
祀
↓
露

天
祭
祀
に
変
遷
し
た
こ
と
は
良
く
知
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、
各
祭
祀
が
行
わ
れ

た
実
年
代
に
つ
い
て
は
、
文
献
よ
つ
て

若
干
の
相
違
が
あ
る
が
、
本
論
で
は
下

記
の
通
り
と
し
た
。

。
岩
上
祭
祀
　
　
４
世
紀
後
半
か
ら

５
世
紀
前
半

（文
献
３
①
）

・
岩
陰
祭
祀
　
　
５
世
紀
後
半
か
ら

６
世
紀
末

（文
献
４
①
）

・
半
岩
陰

・
半
露
天
祭
祀
　
７
世
紀

（文
献
５
①
）

。
露
天
祭
祀
　
　
８
～
１
０
世
紀

（文
献
５
②
）

尚
、岩
上
祭
祀
の
前
段
階
と
し
て
は
、

旧
社
務
所
跡
遺
跡
や
４
号
洞
穴
遺
跡
が

あ
り
、
縄
文

。
弥
生
時
代
の
遺
物
が
出

土
し
て
い
る
が
、
祭
祀
遺
跡
で
あ
る
か

ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

は
っ
き
り
と
祭
祀
遺
跡
と
認
め
ら
れ

る
の
は
、
や
は
り
岩
上
祭
祀
遺
跡
か
ら

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
沖
ノ
島
の
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀

は
、
弥
生
時
代
か
ら
の
継
続
性
が
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
の
論
文

（文

献
６
）
で
海
上
祭
祀
の
可
能
性
を
示
唆

し
た
。

太
陽
祭
祀
の
関
連
に
お
い
て
検
討
す

べ
き
は
太
陽
の
光
を
強
く
意
識
し
た
岩

上
祭
祀
の
時
代
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
遺

物
は
、
鏡

。
鉄
製
武
器
類
を
中
心
と
し

て
河
内
王
朝
の
時
代
の
朝
鮮
半
島
と
の

交
流
を
背
景
と
し
た
畿
内
系
遺
物
を
中

心
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

岩
上
祭
祀
に
つ
い
て
は
１
６
号
、
１

７
号
、
１
８
号
、
１
９
号
、
２
１
号
の

遺
跡
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
注
目
す

べ
き
は
、
１
７
号
遺
跡
。
１
８
号
遺
跡
・

２
１
号
遺
跡
で
あ
る
。

①
ｌ
７
号
遺
跡

（図
１
、
２
）

遺
跡
は
、
Ｉ
号
巨
岩
の
岩
裾
の
き
わ

め
て
狭
い
所
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
鏡

・

玉

・
碧
玉
製
品

。
滑
石
製
品

。
鉄
製
製

品
な
ど
約
５
０
０
点
の
遺
物
が
発
見
さ

れ
た
。

こ
れ
ら
の
遺
物
は
宗
像
氏
の
よ
う
な

一
地
方
の
氏
族
の
レ
ベ
ル
を
は
る
か
に

越
え
る
も
の
で
あ
り
、
ヤ
マ
ト
王
権
の

強
い
関
与
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
鏡
で
、
鏡
の
集

積
域
か
ら
少
し
離
れ
て
出
土
し
た
人
為

の
介
在
し
た
と
見
な
さ
れ
る
５
号
鏡
を

除
い
て
、
２
０
面
の
鏡
が
光
る
面
を
す

べ
て
表
に
し
て
積
み
重
ね
ら
れ
た
状
態

で
奉
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
鏡

の
下
に
は
浜
石
を
敷
き
、
鏡
の
位
置
の

安
定
化
を
は
か
つ
て
い
る
。

沖
ノ
島
調
査
報
告
書

（文
献
７
）
に

よ
れ
ば
、
１
７
号
遺
跡
の
鏡
は
発
見
当

初
、
積
み
石
で
覆
わ
れ
て
い
て
、
そ
れ

ら
を
除
去
し
た
と
こ
ろ
最
初
に
７
号
鏡
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（鳥
文
縁
方
格
規
矩
鏡
）
が
現
れ
た
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
７
号
鏡
は
２
１
面

の
鏡
の
中
で
、
径
２
７
ｃ
ｍ
を
有
す
る

最
大
の
も
の
で
、
仕
上
が
り
も
良
く
最

高
級
品
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

私
の
推
定
で
は
、
鏡
は
長
い
年
月
を

か
け
て
、
下
か
ら
順
次
積
み
上
げ
ら
れ

て
奉
納
さ
れ
た
も
の
と
思
え
る
。
た
だ

最
も
立
派
な
７
号
鏡
の
み
は
、
シ
ン
ボ

ル
的
な
存
在
と
し
て

カ
バ
ー
が
わ
り
に
常
に
最
上
部
に
置
か

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

上
方
に
光
沢
面
を
す
べ
て
表
に
し

て
積
み
重
ね
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し

た
２
０
面
の
鏡
。
そ
の
中
で
、
ひ
と
き

わ
大
き
な
鏡
は
７
号
鏡
。
ま
た
、
下
方

に
あ
る
裏
面
の
鏡

（５
号
鏡
）
は
、
人

為
的
な
移
動
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

スつ。積
み
石
は
奉
納
品
を

隠
す
意
味
と
、沖
ノ
島
に
生
息
す
る
「オ

オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
」
等
の
鳥
類
に
よ
る

撹
乱
を
恐
れ
た
た
め
と
思
え
る
。
祭
の

時
に
は
、
お
そ
ら
く
積
み
石
を
除
い
て

鏡
を
岩
上
に
取
り
出
し
祭
祀
を
行
つ
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
鏡
の
種
類
は
８
種
類
あ
り
、

こ
の
内

「変
形
三
角
縁
神
獣
鏡
」
が
３

面
含
ま
れ
て
お
り
、
左
記
の
畿
内
の
古

墳
と
の
同
疱
鏡
の
分
有
関
係
が
あ
る
。

（文
献
４
②
）

・
紫
金
山
古
墳

（大
阪
府
茨
木
市
）

。御
旅
山
古
墳

（大
阪
府
羽
曳
野
市
）

。
百
々
ケ
池
古
墳

全
只
都
府
京
都
市
）

こ
れ
ら
か
ら
も
、
河
内
王
朝
と
の
関
係

が
う
か
が
わ
れ
る
。

②
ｌ
８
号
章
跡

（図
↓

沖
ノ
島
は

「お
い
わ
ず
様

（お
不
言

島
ご
と
も
呼
ば
れ
、
一
般
人
の
立
ち
入

り
が
厳
重
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
著
者
は
１
８
号
遺
跡
の
現
場
を

直
接
見
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
文
献

４
③
か
ら
１
８
号
遺
跡
の
概
要
を
要
約

す
る
。

『
Ｉ
号
巨
岩
上
に
あ
る
遺
跡
で
、
沖
ノ

島
古
代
祭
祀
の
原
点
と
も
い
え
る
も
の

で
あ
る
。
巨
岩
上
に
は
い
く
つ
か
の
石

組
み
や
遺
物
の
あ
る
と
こ
ろ
が
確
認
さ

れ
、
岩
上
全
体
が
遺
跡
で
あ
ろ
う
と
推

定
さ
れ
た
。
遺
物
は
３

ヶ
所
に
ま
と
ま
る
が
、

三
角
縁
神
獣
鏡
４
面
を

発
見
し
た
場
所
は
、
長

さ
約
２
ｍ
ほ
ど
の
大
石

と
、
そ
れ
を
支
え
る
か

の
よ
う
な
１
０
個
ほ
ど

の
石
が
あ
る
。
鏡
や
石

釧
の
他
、
玉
類
が
多
数

図1 1号巨岩付近の17号遺跡と18号遺跡 (文献8①)

図2 17号遺跡で発見された鏡 (文

献9①)



発
見
さ
れ
て
い
る
。

巨
岩
の
中
央
部
に
近
い
所
で
は
、
２
０

個
ほ
ど
の
石
で
石
組
み
が
つ
く
ら
れ
、

鏡
片
、
玉
類
、
鉄
器
片
が
出
土
し
て
い

る
。
ま
た
、
巨
岩
の
西
北
端
は
比
較
的

ゆ
る
や
か
で
あ
り
、
縁
辺
に
は
流
出
防

止
用
と
考
え
ら
れ
る
石
組
み
が
な
さ
れ
、

鏡
片
、
蕨
手
刀
手
、
玉
類
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
』

イ
ワ
ク
ラ
学
の
立
場
か
ら
、
注
目
す

べ
き
は
上
記
文
中
の

『
長
さ
約
２
ｍ
ほ

ど
の
大
石
』
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
関
し

て
、
文
献
４
の
原
典
で
あ
る
文
献
８
②

に
左
記
の
記
載
が
あ
る
。
テ
」
の
大
石
は
、

図
１
の
平
面
図
に
お
い
て
黒
く
塗
り
つ

ぶ
し
て
表
示
し
て
い
る
。

『
Ｉ
号
巨
岩
上
（図
１
）
の
西
南
隅
に
、

長
さ
約
２
ｍ
、
幅
ｌ
ｍ
弱
、
厚
さ
約
６

０
ｃ
ｍ
の
大
石
の
長
軸
を
南
東
に
向
け

て
置
き
、
そ
の
北
側
に
１
０
個
ほ
ど
の

石
が
置
か
れ
、
ま
た
は
巨
岩
と
の
間
に

つ
め
込
ま
れ
て
い
る
。
』

長
さ
約
２
ｍ
ほ
ど
の
大
石
は
イ
ワ
ク

ラ
学
か
ら
言
え
ば
、
方
角
を
示
す
方
向

石
で
あ
り
、
次
の
２
１
号
遺
跡
で
述
ベ

る
よ
う
に
南
束
の
方
向
に
は
大
き
な
意

味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｉ
号
巨
岩
の
岩
質
は
文
献
４
④
か
ら

石
英
斑
岩

（せ
き
え
い
は
ん
が
ん
）
で

あ
り
、
比
重
約
２
．
７
で
大
石
の
重
量

を
計
算
す
る
と
、
約
３
ｔ
ｏ
ｎ
と
な
る
。

大
石
は
岩
上
に
あ
り
摩
擦
が
少
な
い
こ

と
を
考
慮
す
る
と
人
力
で
の
回
転
移
動

も
十
分
可
能
で
あ
る
。
ン」
の
こ
と
か
ら
、

元
々
岩
上
に
あ
つ
た
大
石
を
意
図
的
に

回
転
さ
せ
て
南
東
の
方
向
に
セ
ツ
ト
し
、

小
石
を
巨
岩
と
の
間
に
詰
め
込
ん
で
固

定
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

尚
、
当
該
の
石
の
移
動
に
関
し
て
は
、

文
献
８
②
に
左
記
の
記
載
が
あ
る
。

家
大
石
の
位
置
は
）、
前
回
調
査
時
点

の
平
面
図
と
す
こ
し
異
な
っ
て
い
る
。

鏡
、
石
釧
な
ど
を
取
り
出
す
と
き
に
若

干
動
か
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。』

つ
ま
り
、
石
は
梃
子
等
に
よ
り
人
力
で

比
較
的
容
易
に
動
か
せ
る
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。

③
２
１
量
這
跡

２
１
号
遺
跡
の
あ
る
Ｆ
号
巨
岩
は
、

１
８
号
遺
跡
の
Ｉ
号
巨
岩
の
南
の
斜
面

を
２
０
ｍ
程
下
つ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

１
８
号
遺
跡
と
同
様
に
、
文
献
８
③
よ

り
の
要
約
を
以
下
に
示
す
。

『
２
１
号
遺
跡
の
あ
る
Ｆ
号
巨
岩

南
側
に
は
視
界
を
さ
え
ぎ
る
樹
々
の
茂

り
が
少
な
く
、
巨
岩
上
に
立
つ
と
、
小

屋
島

（こ
や
じ
ま
）、
御
門
柱

（み
か
ど

ば
し
ら
）
な
ど
が
眼
下
に
浮
か
び
、
玄

界
灘
を

一
望
の
も
と
に
お
さ
め
ら
れ
る

絶
景
が
広
が
る
。

２
１
号
遺
跡
は
こ
の
巨
岩
上
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
存
在
す
る
長
方
形
祭
壇
で
あ

り
、
長
軸
を
南
東
に
と
つ
て
い
る
。
従

っ
て
、
四
隅
の
角
は
そ
れ
ぞ
れ
東
。西
・

南

・
北
に
位
置
す
る
。

南
北
に
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
す
る
巨
岩

上
の
中
央
部
の
平
坦
な
面
に
祭
壇
を
築

い
て
い
る
が
、
築
成
時
に
比
べ
、
発
掘

時
の
状
態
は
千
数
百
年
の
風
雪
に
半
露

出
の
状
態
で
あ
つ
た
た
め
、
か
な
り
乱

れ
て
い
る
。
特
に
、
北
端
の
階
段
状
を

呈
す
る
低
い
部
分
に
は
、
１
０
個
ほ
ど

の
石
が
散
乱
し
て
い
る
。
築
成
時
と
ほ

ぼ
変
化
の
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、

中
央
部
と
西
隅
の
大
石
で
あ
り
比
較
的

保
存
の
良
好
な
部
分
は
祭
壇
北
西
辺
の

石
組
み
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
北
西
辺
と

南
西
辺
な
ど
に
明
瞭
な
岩
の
削
り
跡
か

ら
祭
壇
を
復
元
す
る
と
、
長
軸
を
南
東

に
と
る
内
法
２
．
５

ｍ
×
２
．
２

ｍ
、

外
法
２
．
８
ｍ
×
２
．
５
ｍ
の
長
方
形

と
な
り
、
ほ
ぼ
そ
の
中
央
部
に
長
さ
１
．

ｌ
ｍ
×
幅
０
．
８
ｍ
×
厚
さ
０
．
５

ｍ

前
後
の
大
石
を
置
い
て
い
る
。
ま
た
、

西
隅
に
は
０
．
７
ｍ
×
０
．
４
５
ｍ
×

０
．
５
ｍ
の
比
較
的
大
き
な
石
を
置
き
、

そ
の
周
辺
に
別
区
と
も
い
え
る
部
分
を

つ
く
っ
て
い
る
。
こ
の
大
石
の
内
側
に

は
長
さ
４
５
ｃ
ｍ
、
幅
２
０
ｃ
ｍ
、
高

さ
３
５
ｃ
ｍ
ほ
ど
の
石
を
ほ
か
の
石
と

は
対
照
的
に
立
て
て
あ
る
。
北
端
の
階

段
状
を
呈
す
る
部
分
に
散
乱
す
る
石
は
、

石
組
み
に
使
用
さ
れ
て
い
る
石
よ
り
は

大
形
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が

東

。
南

・
北
の
三
隅
に
西
隅
と
同
様
に



立
て
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
祭
壇
内
側
は
、
小
角
礫
を
敷
い
て
、

全
体
を
平
坦
に
な
ら
し
て
い
る
。
と
く

に
こ
の
作
業
は
、
低
い
面
で
あ
る
北
西

側
が
入
念
行
わ
れ
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
祭
壇
中
心
部

の
大
石
上
部
に
幅
３

ｃ
ｍ
×
長
さ
１

５

ｃ
ｍ
の
小
さ
な
く
ば
み
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
滑
石
製
臼
玉
３
個
が
出
土
し
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
玉
な
ど
を
懸

け
た
木
の
枝
を
大
石
に
立
て
か
け
て
お

い
た
が
、
祭
祀
終
了
後
し
ば
ら
く
た
つ

て
か
ら
、
玉
が
こ
の
く
ば
み
に
落
ち
込

ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
祭
壇
内
側

の
ほ
ぼ
前
面
に
散
布
す
る
玉
類
か
ら
も
、

こ
の
こ
と
は
う
か
が
え
る
。

い
ま
西
隅
の
大
石
を
中
心
と
す
る
別

区
と
も
い
え
る
部
分
、
南
隅
外
側
か
ら

の
遺
物
の
出
土
な
ど
か
ら
す
る
と
、
四

隅
に
比
較
的
大
き
な
石
を
立
て
、
こ
こ

に
も
中
心
部
と
同
様
、
木
を
立
て
て
い

た
可
能
性
が
強
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、

四
本
柱
を
立
て
る
祭
祀
の
原
初
的
形
態

を
示
す
も
の
と
い
え
よ
，２

中
央
に
大

一

石
を
置
き
、
降
神
の
際
の
依
代

（磐
座
）

と
し
、
磐
境
と
し
て
の
長
方
形
祭
壇
を

設
け
た
２
１
号
遺
跡
は
、
巨
岩
上
の
祭

祀
と
し
て
は
も
つ
と
も
完
備
さ
れ
た
形

態
で
あ
る
。
』

図
４
に
、
上
記
報
告
に
も
と
づ
い
た

２
１
号
遺
跡
の
復
元
写
真
を
示
す
。

尚
、
図
５
の
上
面
図
は
、
図
４
の
復
元

写
真
と
方
向
を
ほ
ぼ
合
わ
せ
て
掲
載
し

て
い
る
。

図
５
は
、
上
記
報
告
に
添
付
さ
れ
た

Ｆ
号
岩
上
の
２
１
号
遺
跡
の
発
掘
時
の

上
面
図
を
示
す
。

図
５
に
お
い
て
方
形
の
二
重
枠
は
、

前
述
の
方
形
祭
壇
を
、
著
者
が
書
き
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
南
東

の
方
向
が
長
手
方
向
に
あ
た
る
。
ま
た
、

図
中
○
の
エ
リ
ア
は
、
祭
祀
者
が
座
る

場
所

（直
径
ｌ
ｍ
）
を
著
者
が
推
定
し

て
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
図
面
と
上
記
の
報
告
を
合
わ
せ

て
考
え
れ
ば
、
祭
祀
者
は
図
５
に
示
さ

れ
た
北
西
側
の
円
内
に
座
っ
て
祭
り
を

行

つ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（下

注
参
照
）
方
形
祭
壇
の
長
軸
方
向
で
あ

る
南
東
は
、前
述
の
１
８
号
遺
跡
の
「大

石
」
の
方
向
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、

考
古
学
的
に
は
２
１
号
遺
跡
は
１
８
号

遺
跡
よ
り
も
新
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

（文
献
４
⑤
）

な
ら
ば
、
方
形
祭
壇
も
１
８
号
遺
跡

の
大
石
の
発
展
形
態
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。

尚
、
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀
が
Ｉ
号
巨
岩
か

ら
Ｆ
号
巨
岩
に
移
動
し
た
理
由
と
し
て

は
、
Ｆ
号
巨
岩
で
の
岩
上
祭
祀
が
満
杯

に
な
っ
た
か
ら
と
の
説

（文
献
４
⑤
）

が
あ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。

一
般
に
古
代
人
は
、
高
い
と
こ
ろ
に

神
が
降
臨
す
る
と
考
え
て
い
た
。
従
っ

て
、
沖
ノ
島
の
巨
岩
群
に
お
け
る
最
初

の
祭
祀
は
、
よ
り
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る

祭
祀
を
行
う
に
ふ
さ
わ
し
い
岩
が
選
定

さ
れ
た
。
そ
れ
が
Ｉ
号
巨
岩
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
何
等
か
の
理
由
で
祭
場
の

移
転
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
選
定
さ
れ

る
次
の
岩
は
、
Ｉ
号
巨
岩
よ
り
低
い
と

こ
ろ
に
あ
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
そ
れ

が
Ｆ
号
巨
岩
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

後
世
の
元
官
と
里
宮
の
関
係
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
。

鏡
の
遺
物
と
し
て
は
６
面
あ
り
、
そ

の
内
１
面
の
舶
載
鏡
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
舶
載
鏡
は
獣
帯
鏡
で
あ
り
、
類
似

し
た
様
式
の
獣
帯
鏡
が
伝
仁
徳
天
皇
稜
、

百
済
武
寧
王

（ぶ
ね
い
お
う
）
稜
な
ど

か
ら
出
土

（文
献
４
⑥
）
し
て
お
り
、

こ
こ
で
も
河
内
王
朝
と
の
関
係
が
う
か

が
わ
れ
る
。
ま
た
、
１
７
、
１
８
号
遺

跡
に
は
な
か
っ
た
雛
形
鉄
製
品
を
多
く

ふ
く
む
こ
と
か
ら
強
い
祭
祀
性
を
持
つ

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

尚
、
こ
の
よ
う
な
方
形
祭
壇
は
、
伊

勢
神
宮
の
外
宮
参
道
に
あ
る
Ｆ
一つ
石
」

（文
献
１
０
）
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

考
古
学
者
の
大
場
磐
雄
氏
は
、
論
文
の

中
で
伊
勢
神
宮
の
方
形
祭
壇
を
磐
境
の

例
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
。
（文
献
１

１
）
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（注
）

座
っ
て
祭
り
を
行
っ
て
い
た
こ
と
の
傍
証

と
し
て
は
、
沖
ノ
島
の
岩
上
祭
祀
と
同
時
代
と

さ
れ
る
三
輪
山
の
山
ノ
神
祭
祀
遺
跡
で
発
掘

さ
れ
た
案
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。

案
は
、
い
わ
ゆ
る
机
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
「
つ
く
え
」
ま
た
は

「あ
ん
」
と
読

ま
れ
る
。
土
製
模
造
品
に
お
い
て
方
形

板
状
の
も
の
に
短
い
足
を
つ
け
た
感
じ

の
も
の
で
、
似
た
も
の
は
石
製
模
造
品

に
も
あ
る
。

文
献
１
２
Ａ
①
に
は
、
次
の
よ
う
な

記
述

（要
約
）
が
あ
る
。

『案
は
長
方
形
の
板
に
低
い
脚
を
四
本

付
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
神
奈
川
県
下

曾
我
遺
跡
で
奈
良
時
代
の
実
物
が
発
見

さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
６
０

ｃ
ｍ
×
４
０

ｃ
ｍ
の
板
に
２
０
ｃ
ｍ
の
脚
を
つ
け
た

も
の
で
、
ち
よ
う
ど
比
例
に
於
い
て
山

ノ
神
祭
祀
遺
跡
の
も
の
と
同
形
で
あ
る
。

こ
れ
を
使
用
す
る
と
す
れ
ば
、
座
礼
の

祭
礼
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
古
代
祭

式
研
究
上
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
』

図3 山ノ神祭祀遺跡で発掘された案 (文献 12B、 文献 13)
ミニチュアの土製の案。右側に短い脚がついている。横の長さ約7cm

図4 F号巨岩にある21号遺跡の復元写真 (文献4⑦ )
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図5 F号巨岩にある21号遺跡の上面図 (文献8④ )
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さ
て
、
人
は
こ
こ
で
何
に
対
し
て
祈

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

祭
壇
の
長
軸
を
成
す
南
東
に
は
、
玄
界

灘
が
広
が
り
、
中
津
官
の
あ
る
大
島
、

辺
津
官
の
あ
る
宗
像
本
土
が
あ
る
。
人

は
そ
れ
ら
に
対
し
祈
り
を
捧
げ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

否
、
イ
ワ
ク
ラ
学
の
立
場
か
ら
言
え

ば
、
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
。
沖
津
宮
で

あ
る
沖
ノ
島
は
そ
れ
ら
か
ら
崇
め
ら
れ

る
存
在
で
あ
っ
て
も
そ
の
逆
で
は
な
い
。

な
ら
ば
、
宗
像
の
海
の
上
に
燦
然
と
輝

く
太
陽
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
司
祭
者

は
、一ホ
像
の
太
陽
の
霊
光
を
鏡
に
受
け
、

そ
の
霊
威
を
沖
津
宮
か
ら
中
津
宮
を
経

て
辺
津
官

（日
本
国
）
に
送
つ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
太
陽
祭
祀
を
行
っ
た
者
は
、
時

期
的
に
見
て
河
内
王
朝
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
河
内
王
朝
は
大
陸
に

つ
な
が
る
海
洋
国
家
で
あ
り
、
朝
鮮
半

島

へ
の
航
路
の
護
持
を
願
っ
て
、
沖
ノ

島
の
祭
祀
を
開
始
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

④
鏡
と
太
陽
祭
祀
の
関
係

文
献
８
⑤
の

「沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出

土

一
覧
鏡

（続
と

か
ら
、
沖
ノ
島
で
出

土
し
た
鏡
は
総
数
５
４
面
で
あ
る
。
そ

の
内
訳
は
、
岩
上
祭
祀
の
時
代
に
４
５

面

（含
む
舶
載
鏡
５
面
）、
岩
陰
祭
祀
の

時
代
に
９
面

（含
む
舶
載
鏡
１
面
）
で

あ
る
。
そ
し
て
、
半
岩
陰

・
半
露
天
祭

祀
の
時
代
に
至
り
鏡
の
出
土
数
は
皆
無

と
な
る
。
沖
ノ
島
出
土
の
鏡
は
、　
〓
言

で
言
っ
て
粗
悪
品
で
あ
る
。
こ
れ
に
関

し
て
、
次
の
示
唆
的
な

一
文
が
あ
る
。

（文
献
９
②
）

『沖
ノ
島
に
奉
納
さ
れ
た
鏡
は
財
宝
、

権
威
の
象
徴
と
し
て
の
鏡
で
は
な
く
、

鋳
上
げ
た
ま
ま
の
鏡
で
あ
り
、
時
に
型

く
ず
れ
、
傷
の
あ
る
こ
と
は
、
大
き
な

問
題
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
よ
り
も
、
鏡
を
奉
納
す
る
こ
と

が
重
要
な
祭
儀
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
』

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
鏡
の
置
き

方

（光
沢
面
を
上
に
す
る
か
下
に
す
る

か
）
に
顕
著
な
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

表
２
は
、
沖
ノ
島
の
調
査
報
告
書
に

も
と
づ
い
て
、
鏡
の
置
き
方
に
関
し
て

明
確
な
記
載
あ
る
も
の
の
み
を
、
岩
上

祭
祀
と
岩
陰
祭
祀
の
時
代
で
比
較
し
た

も
の
で
あ
る
。

表
２
に
お
い
て
、
鏡
の
置
き
方
は
、

光
沢
面
を
上
に
し
た
も
の
を
表
置
き
、

光
沢
面
を
下
に
し
た
も
の
を
裏
置
き
と

表
記
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
、

尚
、
鏡
の
置
か
れ
方
が
報
告
書
か
ら

は
読
み
取
れ
な
い
も
の
は
、
―
で
表
現

し
て
い
る
。
読
み
取
れ
な
い
も
の
は
、

鏡
が
細
片
で
出
土
し
た
も
の
が
多
い
。

ま
た
、
（　
）
の
数
字
は
、
置
き
方
等
に

人
為
の
介
在
の
可
能
性
の
あ
る
鏡
の
枚

数
を
示
し
て
い
る
。

も
と
も
と
、
発
掘
調
査
に
お
い
て
は

も
つ
ぱ
ら
鏡
の
裏
の
模
様
に
固
執
し
て

い
た
た
め
、
鏡
の
置
か
れ
方
な
ど
に
関

心
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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表 2 岩上遺跡と岩陰遺跡における鏡の置かれ方

凡例 沖ノ島の調査報告書の参照ページの文献の略号
A:「沖ノ島 宗像神社沖津宮祭祀遺跡」   第一次調査報告
宗像神社復興期成会編 吉川弘文館 1958年 刊
B:「沖ノ島 宗像神社沖津宮祭祀遺跡 続」 第二次調査報告
宗像神社復興期成会編 吉川弘文館 1961年 刊
C:「宗像沖ノ島 I本文」 第二次調査報告
宗像大社復興期成会編 吉川弘文館 1979年 刊

備考1 (鏡 表置き)参照ページB:p202
裏置き)参照ページA:p40。 p41(人為の可能性あり)
表置き)参照ページB:p15(20面 の鏡が表向きに集積)
裏置き)参照ページB:p15(人 為の可能性あり)
表置き)参照ページB:p150(四 面の鏡が一列に並ぶ)、
表置き)参照ページB:p172(人 為の可能性あり)
裏置き)参照ページA:p48
裏置き)参照ページB:p237・ p233(人 為の可能性)
裏置き)参照ページA:p43
裏置き)参照ページC:p248

備考 2

備考3

備考4

備考5

備考 6

備考7

(鏡

(鏡

(鏡

(鏡

(鏡

(鏡

(鏡

(鏡

(鏡 :

表
２
の
デ
ー
タ
か
ら

（　
）
の
鏡
を

除
い
て
言
え
る
こ
と
は
、
岩
上
祭
祀
に

お
い
て
は
、
鏡
は
光
沢
面
を
上
に
し
て

置
き
、
岩
陰
祭
祀
に
お
い
て
は
、
鏡
は

光
沢
面
を
下
に
し
て
置
く
こ
と
で
あ
る
。

即
ち
、
岩
上
祭
祀
に
お
い
て
は
太
陽
の

光
を
、
岩
陰
祭
祀
に
お
い
て
は
鏡
の
模

様

（鏡
の
価
値
）
を
重
視
し
た
こ
と
が

見
て
取
れ
る
。
こ
れ
は
、
祭
祀
思
想
の

劇
的
な
転
換
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、

５
世
紀
中
頃
に
太
陽
の
光
を
崇
め
る
古

代
太
陽
光
祭
祀
が
終
焉
し
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

岩
上
祭
祀
か
ら
岩
陰
祭
祀

へ
の
変
遷

の
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
考

え
ら
れ
る
。

①
５
世
紀
後
半
の
雄
略
朝
に
、
太
陽
信

仰
が
皇
祖
の
祭
祀
と
し
て
伊
勢
神
宮

に
統
合
さ
れ
た
。

そ
れ
に
と
も
な
い
、
沖
ノ
島
の
祭
祀

の
目
的
が
太
陽
信
仰
か
ら
大
陸
と
の

遺跡 鏡の

出土

総数

鏡の置かれ方

備考呼び名 位置 表置き

(光沢面上)

裏置き

(光沢面下)

岩

上

遺

跡

16号 I号巨岩西部 4 1 (1) 備考 1

17号 I号巨岩南部 21 20 (1) 備考 2

18号 I号巨岩上部 12 4 備考 3

19号 I号巨岩北部 2 (1) 備考 4

21号 F号巨岩上部 6

岩

陰

遺

跡

8号 D号巨岩北部 3 1+ (1) 備考 5

7号 D号巨岩南部 ，
“ 1 備考 6

15号 I号巨岩東部 1 1 備考 7

23号 I号巨岩西部 1

4号 B号巨岩下部 2



航
路
の
護
持
に
特
化
さ
れ
た
。
岩
陰

祭
祀
の
初
期
に
も
鏡
は
奉
納
さ
れ
て

い
た
が
、
も
は
や
太
陽
の
依
り
代
で

は
な
く
、
鏡
の
模
様

（鏡
の
価
値
）

に
よ
つ
て
王
権
を
権
威
づ
け
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

②
大
陸
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
に
つ

れ
て
、
祭
祀
が
大
規
模
化
し
、
国
家

の
祭
祀
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
儀
式
を

行
う
た
め
の
よ
り
広
い
祭
場
が
必
要

に
な
っ
た
。

三
輪
山
に
お
い
て
は
、
伊
勢
遷
官
に

よ
り
古
代
太
陽
光
祭
祀
が
実
質
的
に
終

了
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
太

陽
の
光
を
直
接
必
要
と
し
な
い
岩
陰
祭

祀
と
連
動
し
て
お
り
、
後
世
、
鏡
を
社

殿
に
安
置
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
。

一
般
的
に
言
つ
て
、
祭
神
は
進
化
論

的
に
、
生
の
も
の
、
具
体
的
な
も
の
か

ら
象
徴
的
な
も
の
へ
と
変
化
す
る
傾
向

が
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
古
代
に

お
い
て
は
縄
文
の
土
器
や
土
偶
に
見
ら

れ
る
ご
と
く
、
ず
ば
り
蛇
そ
の
も
の
が

祭
神
で
あ
つ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

吉
野
裕
子
氏
の
著
書

「蛇
　
日
本
の
蛇

信
仰
」
に
く
わ
し
い
。
同
様
に
、
古
代

太
陽
祭
祀
に
お
い
て
は
、
太
陽
の
光
そ

の
も
の
を
拝
ん
だ
と
想
像
さ
れ
る
。
そ

し
て
鏡
は
、
そ
の
光
を
移
す
依
り
代
と

し
て
使
わ
れ
た
。

し
か
し
、
文
明
の
進
歩
は
、
人
々
を

ア
ニ
ミ
ズ
ム
か
ら
離
れ
さ
せ
、
鏡
の
中

に
太
陽
神
を
閉
じ
込
め
る
に
至
つ
た
。

こ
れ
が
、
人
格
化
さ
れ
た
太
陽
神

〈天

照
大
御
神
〉
を
祀
る
社
殿
神
道
の
源
流

と
な
つ
た
。

（
４
）
三
輪
山
の
太
陽
祭
祀

①
日
本
神
話
　
奥
津
イ
ワ
ク
ラ

古
事
記
や
日
本
書
紀
に
は
三
輪
山
に

ま
つ
わ
る
次
の
よ
う
な
神
話
が
あ
る
。

大
国
主
神
は
少
彦
名
神
と
共
に
国
造

り
を
し
て
い
た
が
、
国
造
り
な
か
ば
に

し
て
少
彦
名
神
は
常
世
に
帰
っ
て
し
ま

っ
た
。
大
国
主
神
が
、
コ
」
の
後
ど
う
や

っ
て

一
人
で
国
造
り
を
す
れ
ば
良
い
の

だ
」
と
言
う
と
、
海
原
を
照
ら
し
て
神

が
出
現
し
た
。
そ
の
神
は
、
大
国
主
の

幸
魂
奇
魂
で
あ
り
、
大
和
国
の
東
の
山

の
上
に
祀
れ
ば
国
作
り
に
協
力
す
る
と

言
っ
た
。
そ
の
神
が
、
三
輪
山
に
鎮
座

し
て
い
る
大
物
主
神
で
あ
る
。

三
輪
山
の
山
頂
に
あ
る
奥
津
イ
ワ
ク

ラ
に
大
物
主
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
の
は
、

承
知
の
事
実
で
あ
る
。

②
日
本
書
紀
　
国
見
の
儀
礼

日
本
書
紀
の
崇
神
紀
４
８
年
の
く
だ

り
に
、
天
皇
は
豊
城
命

（と
よ
き
の
み

こ
と
）
と
活
目
尊

（い
く
め
の
み
こ
と
）

の
二
人
の
皇
子
に
次
の
よ
う
に
言
わ
れ

た
と
あ
る
。

「お
前
達
２
人
の
子
は
、
ど
ち
ら
も

同
じ
よ
う
に
可
愛
い
。
ど
ち
ら
を
私
の

跡
継
ぎ
に
す
る
か
迷
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
そ
れ
ぞ
れ
夢
を
見
な
さ
い
、
夢
で

占
う
こ
と
に
し
よ
う
」

二
人
の
皇
子
は
命
を
う
け
て
、
身
を

清
め
て
か
ら
祈
り
眠
つ
た
。

次
の
日
の
朝
、
豊
城
命
は

「御
諸
山

（み
も
ろ
や
ま
）
に
登
つ
て
東
に
向
か

っ
て
人
度
槍
を
突
き
だ
し
た
後
、
人
度

刀
を
空
に
向
か
っ
て
振
っ
た
」
夢
を
、

活
目
尊
は

「御
諸
山
の
頂
に
登
っ
て
、

縄
を
四
方
に
張
つ
て
、
栗
を
食
べ
に
来

る
雀
を
追
い
払
っ
た
」
夢
を
、
そ
れ
ぞ

れ
天
皇
に
語
っ
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
天
皇
は
夢
占
い
を
し

て
二
人
の
皇
子
に
次
の
よ
う
に
言
わ
れ

た
。
「豊
城
命
は
も
っ
ぱ
ら
東
に
向
か
っ

て
武
器
を
用
い
た
の
で
東
国
を
治
め
る

の
が
良
い
だ
ろ
う
。
弟
は
四
方
に
向
か

っ
て
心
を
配
つ
て
、
稔
り
を
考
え
て
い

る
の
で
、
我
が
位
を
継
ぐ
の
が
良
い
だ

ろ
う
」
そ
し
て
、
活
目
尊
を
立
て
て
皇

太
子
と
し
た
。
ま
た
豊
城
命
に
は
東
国

を
治
め
さ
せ
た
。

こ
の
伝
承
は
、
三
輪
山
の
山
頂
が
皇

位
継
承
儀
礼
、
ま
た
は
、
ヤ
マ
ト
王
権

の
大
王
に
よ
る
国
見
の
儀
礼
に
関
係
す

る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
豊

城
命
の
夢
と
太
陽
祭
祀
の
関
係
を
述
ベ

た
論
文

（文
献
１
４
Ａ
）
も
あ
る
。



③
高
官

（日
向
神
社
）

三
輪
山
の
山
頂
に
、
昔
、
日
向

（ひ
む

か
ひ
）
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
た
高
宮
↑
）

う
の
み
や
）
が
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
考
古
学
者
で
あ
る
奥

野
正
男
氏
の
次
の
記
述
が
あ
る
。
（文
献

１
５
）

『
三
輪
山
で
は

一
年
の
な
か
で
太
陽
の

勢
い
が
も
つ
と
も
弱
く
な
る
冬
至
の
日

に
、
司
祭
者
が
山
頂
に
登
り
、
磐
座
に

太
陽
神
の
依
り
代
と
し
て
の
銅
鏡
を
は

じ
め
玉
類

・
武
器
類

・
土
器
に
入
れ
た

供
物
な
ど
を
供
え
、
東

（ひ
む
が
し
）

に
昇
る
太
陽
に
向
か
っ
て
礼
拝
し
た
と

私
は
推
測
し
ま
す
。
そ
の
後
、
神
霊
が

宿
る
山
頂
の
聖
地
に
は
、
山
宮

（上
官
）

と
し
て
日
向
神
社
が
、
ま
た
山
麓
に
は

里
官
と
し
て
神
体
山
を
拝
む
た
め
の
大

神
神
社
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
山
頂
の

神
社
に

「日
向

（ひ
む
か
ご

と
い
う
名

前
が
残
っ
た
の
は
日
（太
陽
）
に
向
く
、

日
に
向
か
う
と
い
う
そ
の
意
味
か
ら
し

て
、
そ
こ
で
太
陽

（日
の
神
）
に
向
か

っ
て
拝
む
と
か
、
太
陽
が
昇
る
東

（ひ

む
が
し
）
の
方
に
向
い
て
拝
む
と
い
う

太
陽
祭
祀
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
た
め

で
し
よ
いつ
。』

冬
至
の
日
に
そ
の
よ
う
な
祭
祀
が
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
、
里
官
と
し
て
大
神

神
社
が
妥
当
な
の
か
ど
う
か
は
別
と
し

て
、
私
は
、
「古
事
記
」
「日
本
書
紀
」

の
伝
承
か
ら
山
頂
で
こ
れ
に
近
い
祭
祀

が
あ
っ
た
も
の
と
想
像
し
て
い
る
。

ま
た
大
神
神
社
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

元
旦
の
続
道
祭

（に
よ
う
ど
う
さ
い
）

に
さ
き
が
け
て
大
晦
日
に
神
職
が
登
拝

し
、
御
神
火
拝
戴
の
儀
式
が
こ
の
高
宮

で
行
わ
れ
る
と
あ
る
。
（文
献
１
６
①
）

こ
れ
も
今
に
残
る
、
太
陽
か
ら
火
を
戴

く
と
い
う
太
陽
祭
祀
の
な
ご
り
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

④
倭
笠
縫
邑

（檜
原
神
じ

倭
笠
縫
邑

（や
ま
と
か
さ
ぬ
い
の
む

ら
）
に
つ
い
て
は
檜
原
神
社
の
他
に
も

比
定
地
が
あ
る
が
、
檜
原
神
社
が
考
古

学
的
に
見
て
最
も
有
力
と
さ
れ
て
い
る
。

私
は
、
倭
笠
縫
邑
こ
そ
沖
津
イ
ワ
ク
ラ

の
遥
拝
所
的
存
在
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
大
神
神
社

の
成
立
は
、
古
く
と
も
６
世
紀
後
半
以

降
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

倭
笠
縫
邑
に
関
す
る
大
神
神
社
の
説

明

（文
献
１
６
②
）
に
よ
れ
ば
、

『
大
神
神
社
の
摂
社
で
あ
る
檜
原
神
社

は
、
第
１
０
代
崇
神
天
皇
の
御
代
６
年

に
、
は
じ
め
て
皇
祖
天
照
大
神

（人
腿

鏡
）
を
、宮
中
か
ら
う
つ
し
て
ま
つ
り
、

皇
女
豊
鍬
入
姫
命
が
奉
持
せ
ら
れ
た
倭

笠
縫
邑
の
神
蹟
で
あ
る
。
皇
大
神
の
伊

勢
御
遷
幸
の
後
も
、
そ
の
跡
を
継
承
し

て
元
伊
勢
の
信
仰
を
今
日
に
伝
え
て
い

る
。
檜
原
神
社
は
日
原
社
と
も
書
か
れ
、

一
の
鳥
居
、
一
一の
鳥
居
、禁
足
地
神
離
、

三
ツ
鳥
居
、
拝
殿
の
制
が
あ
り
、
は
な

は
だ
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
。
』
と
あ
る
。

ま
た
、
倭
笠
縫
邑

（檜
原
神
社
）
と

伊
勢
松
坂
の
斎
宮
址
は

「太
陽
の
道
」

と
呼
ば
れ
る
東
西
の
軸

（北
緯
３
４
度

３
２
分
）
に
よ
つ
て
驚
く
ほ
ど
正
確
に

結
ば
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
さ
れ
て

い
る
。
（文
献
１
７
①
）
そ
の
精
度
は
、

倭
笠
縫
邑
と
斎
官
址
間
の
東
西
の
距
離

７
０
ｋ

ｍ
に
対
し
、
南
北
の
ズ
レ
は
北

に
わ
ず
か
１
２
５
ｍ
で
あ
る
。
（文
献
１

８
）こ
の
こ
と
は
、
５
世
紀
後
半
と
さ
れ

る
伊
勢
遷
宮
以
前
の
倭
笠
縫
邑

（檜
原

神
社
）
の
祭
祀
が
、
少
な
く
と
も
太
陽

祭
祀
で
あ
つ
た
こ
と
を
明
確
に
物
語
る

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

０
０
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⑮

喜

箸
墓
古
墳
は
、
纏
向
遺
跡
群
に
あ
る

全
長
２
７
２
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
前
方

後
円
墳
で
あ
り
、
７
代
孝
霊
天
皇
の
皇

女
、
倭
述
述
日
百
襲
姫
の
墓
と
さ
れ
て

い
る
。

「日
本
書
紀
」
は
そ
の
墓
が
築
か
れ

た
と
き
の
情
景
を

「昼
は
人
が
作
り
、

夜
は
神
が
作
つ
た
。
大
坂
山

公
一上
山
）

の
石
を
運
ん
で
作
っ
た
。
山
か
ら
墓
ま

で
人
々
が
並
び
、
手
逓
伝

（た
ご
し
＝

リ
レ
ー
式
）
で
作
つ
た
」
と
記
述
し
て

い
る
。
（崇
神
紀
１
０
年
９
月
条
）

し
か
し
何
ゆ
え
吉
墳
の
石
は
、
遠
く
離

れ
た
二
上
山
の
石
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

様
々
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
そ
の

一
つ
理
由
と
し
て
、
二
上
山
は
三
輪
山

の
真
西
に
位
置
し
、
檜
原
神
社
か
ら
二

上
山
に
沈
む
夕
日
を
望
む
こ
と
が
で
き

る
。
日
の
沈
む
と
こ
ろ
は
、黄
泉
の
国
、

死
者
の
国
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
墓
の
石

は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
裏
返
し

て
考
え
る
な
ら
、
そ
こ
に
強
烈
な
太
陽

信
仰
を
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

⑥
纏
向
日
代
の
官

（景
行
天
皇
稜
）

日
代
の
官
は
纏
向
に
あ
る
景
行
天
皇

の
官
で
あ
る
。
こ
の
官
に
つ
い
て
古
事

記
雄
略
天
皇
条
に
次
の
歌
謡
が
あ
る
。

『
纏
向
の
日
代
の
宮
は
朝
日
の
日
照
る

宮
　
夕
日
の
日
が
け
る
宮

・
・
・
』

こ
れ
は
、
景
行
天
皇
の
官
を

「朝
日
夕

日
の
照
り
輝
く
官
殿
」
と
し
て
賛
美
し

た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
ン
」れ
も
、

当
時
の
太
陽
信
仰
を
裏
付
け
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

⑦
鏡
作
神
社

・
多
神
社

・
神
武
稜

「太
陽
の
原
像
」
の
著
者
小
川
光
三
氏

は
、
そ
の
著
書
の
中
で
石
見

（い
わ
み
）

の
鏡
作
神
社
、
多

（お
お
）
神
社
、
神

武
天
皇
稜
が
、
図
７
に
示
す
よ
う
に
三

輪
山
の
頂
上
に
登
る

〈冬
至
〉
〈春
分

・
秋
分
〉
〈夏
至
〉
の

日
の
出
の
観
測
点
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。

一
辺
８
．
６
ｋ

ｍ
の
巨
大
な
正
三
角

形
が
、
古
墳
時
代
の
初
期
か
弥
生
時
代

に
設
け
ら
れ
た
斎
き
の
場
と
す
る
氏
の

主
張
は
十
分
な
説
得
力
を
持

っ
て
い
る
。
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上
記
①
～
⑦
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

三
輪
王
朝
の
時
代
か
ら
伊
勢
遷
宮
ま
で
、

三
輪
山
で
鏡
を
依
り
代
と
し
た
太
陽
祭

祀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

スつ
。三

輪
王
朝
の
時
代
は
、
３
世
紀
後
半

か
ら
４
世
紀
前
半
の
間
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
沖
ノ
島
の
岩
上
祭
祀

（４
世
紀

後
半
か
ら
５
世
紀
前
半
）
よ
り
、
丁
度

１
世
紀
先
行
し
て
い
る
。

こ
の
１
世
紀
は
三
輪
王
朝
が
北
九
州

を
影
響
下
に
お
い
て
、
朝
鮮
半
島

へ
の

航
路
を
確
保
す
る
ま
で
の
期
間
と
考
え

ら
れ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
沖
ノ
島
の
岩

上
祭
祀
は
、
強
烈
な
太
陽
信
仰
で
あ
っ

た
。
太
陽
信
仰
は
人
類
共
通
の
原
始
信

仰
で
あ
り
、
信
仰
の
原
点
で
あ
る
。
従

っ
て
、
沖
ノ
島
の
太
陽
信
仰
の
前
段
階

で
あ
る
三
輪
山
も
、
継
続
性
か
ら
考
え

て
ま
た
同
じ
太
陽
信
仰
で
あ
ろ
う
。

三
輪
山
の
山
頂
か
ら
登
る
太
陽
を
、

倭
笠
縫
邑
に
て
拝
ん
で
い
る
様
が
想
像



で
き
る
。

ま
た
そ
こ
か
ら
は
、
大
和
盆
地
の
西

に
あ
る
二
上
山
の
夕
日
も
望
む
こ
と
が

で
き
る
。

檜
原
神
社
が
日
原
社
と
呼
ば
れ
る
理

由
も
そ
こ
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

三
輪
山
の
太
陽
祭
祀
は
、
倭
笠
縫
邑

か
ら
伊
勢
に
移
転
し
た
雄
略
朝
の
５
世

紀
後
半
に
終
焉
を
迎
え
る
。
（文
献
３

②
Ｙ

）の
時
、
人
黙
の
鏡
等
の
祭
具

（神

宝
）
も
伊
勢
に
移
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
５
世
紀
後
半
の
伊
勢
神
宮
の

祭
祀
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
社
殿
の
は
じ
ま
り
は
諸
説
あ
る
が
、

６
世
紀
後
半
の
天
理
市
の
礫
本

（い
ち

の
も
と
）
高
塚
遺
跡
と
す
る
有
力
な
説

（文
献
１
９
①
、
２
０
）
か
ら
考
え
て
、

伊
勢
神
官
の
社
は
当
初
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

な
ら
ば
、
そ
れ
は
５
世
紀
後
半
の
沖
ノ

島
に
似
た
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀
で
あ
る
と
想

定
さ
れ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
伊
勢
神
宮
禰
宜
の
矢

野
憲

一
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（文
献
２
１
）

『あ
く
ま
で
も
私
の
直
感
で
は
あ
る
が
、

式
年
遷
官
の
最
初
の
祭
り
で
あ
る
山
口

祭
の
祭
場
の
あ
る
岩
井
田
山
の
巨
岩
こ

そ
、
皇
大
神
宮

（内
官
）
が
鎮
座
す
る

以
前
か
ら
の
磐
座
で
あ
ろ
う
。
い
ま
は

木
が
茂
っ
て
い
る
の
で
見
え
な
い
が
、

冬
至
の
太
陽
が
こ
の
磐
座
を
照
ら
し
て

昇
る
。
お
そ
ら
く
こ
こ
で
縄
文
時
代
か

ら
の
原
始
の
太
陽
信
仰
が
な
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
倭
姫
命
が
各

地
を
巡
り
め
ぐ
つ
て
コ
コ
」に
い
た
い
」

と
い
う
大
神
の
声
を
聞
か
れ
た
の
は
、

こ
う
し
た
磐
座
や
清
流
が
あ
る
聖
地
が

存
在
し
、
信
仰
の
基
盤
が
あ
っ
た
か
ら

に
違
い
な
い
。』

伊
勢
の
古
俗
と
し
て
、
神
島
の
ゲ
ー

タ
ー
祭
や
、
二
見
ケ
浦
の
輪
じ
め
縄
な

ど
の
よ
う
な
太
陽
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
す

る
儀
礼
の
存
在
、
ま
た
太
陽
に
関
係
す

る
動
物
と
し
て
中
国
、
朝
鮮
、
東
南
ア

ジ
ア
な
ど
に
も
尊
ば
れ
、
ま
た
天
石
窟

戸
神
話
に
も
顔
を
出
す
鶏
の
供
養
、
ま

た
こ
の
所
作
を
ま
ね
た
と
い
わ
れ
る
鳥

名
子
舞

（と
な
ご
ま
い
）
、
遷
宮
祭
に
お

け
る
鶏
鳴
三
声
な
ど
の
呪
儀
の
存
在
な

ど
、
こ
の
地
の
太
陽
崇
拝
が
、
伊
勢
の

遷
宮
以
前
に
す
で
に
根
付
い
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
（文
献
２

２
）伊
勢

へ
の
移
転
理
由
と
し
て
は
、
ヤ

マ
ト
王
権
が
日
本
国
家
と
し
て
の
体
裁

を
整
え
る
中
で
、
大
陸
と
の
交
易
上
、

日
本
国
の
日
の
出
の
地
に
相
応
し
い
大

和
の
東
方
に
あ
た
る
伊
勢
を
選
ん
だ
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
地
は
、
ま
さ

に
『
海
を
照
ら
し
て
よ
り
来
る
神
』
、
『
日

出
る
国
の
天
子
』
を
象
徴
す
る
舞
台
と

な
っ
た
。

ま
た
、
太
陽
の
光
を
直
接
拝
む
ア
ニ

ミ
ズ
ム
的
な
太
陽
祭
祀
か
ら
人
格
神

（天
照
大
御
神
）
を
拝
む
よ
り
進
化
し

た
と
も
言
え
る
太
陽
祭
祀

へ
の
脱
皮
に

よ
り
、
国
内
外
の
王
の
権
威
を
高
め
る

こ
と
を
狙
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

新
し
く
皇
祖
神
と
し
て
創
造
さ
れ
た
天

照
大
御
神
は
、
天
津
神
の
最
高
神
と
し

て
、
そ
れ
を
祀
る
た
め
の
国
津
神

（土

地
神

‥
大
物
主
神
）
と
は
隔
絶
し
た
新

た
な
聖
地
が
必
要
と
さ
れ
た
。
伊
勢
の

地
は
、
太
陽
信
仰
の
上
壌
こ
そ
あ
っ
た

も
の
の
在
地
勢
力
は
三
輪
山
に
比
べ
て

格
段
に
弱
々
し
く
、
ヤ
マ
ト
王
権
に
と

っ
て
新
天
地
と
見
な
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
、
伊
勢
の
地
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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３
　
沖
ノ
島
の
祭
祀
の
変
遷

沖
ノ
島
は
現
在
、
宗
像
大
社
の
沖
津

宮
を
ま
つ
り
、
神
官
が
交
代
で
勤
務
す

る
絶
海
無
人
の
孤
島
で
、
ま
わ
り
を
玄

界
灘
の
荒
波
が
う
ち
よ
せ
る
。
そ
の
位

置
は
、
福
岡
市
の
北
北
西
７
７
ｋ
ｍ
、

宗
像
氏
神
湊

（こ
う
の
み
な
と
）
よ
り

６
０
ｋ
ｍ
、
大
島
よ
り
４
９
ｋ
ｍ
、
壱

岐
島
よ
り
５
９
ｋ
ｍ
、
対
馬
よ
り
７
５

ｋ
ｍ
、
唐
津
よ
り
４
６
ｋ
ｍ
、
韓
国
釜

山

（プ
サ
ン
）
よ
り
約
１
４
５
ｋ

ｍ
の

位
置
に
あ
る
。
（図
８
）

沖
ノ
島
は
神
体
島
と
し
て
厳
重
に
立

ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。　
一
般
の

人
が
沖
ノ
島
に
わ
た
る
唯

一
の
方
法
と

し
て
は
、
５
月
２
７
日
の
沖
津
宮
現
地

大
祭
の
機
会
が
あ
る
。

但
し
、
事
前
に
宗
像
大
社
に
申
し
込

み
、
毎
年
万
を
数
え
る
参
加
希
望
者
の

中
か
ら
２
０
０
人
の
男
子
が
選
ば
れ
て

参
拝
が
叶
う
と
い
う
狭
き
門
で
あ
る
。

洋
上
遥
か
な
孤
島
に
渡
っ
て
執
り
行
わ

れ
る
祭
礼
の
た
め
、　
一
泊
二
日
の
日
程

と
な
る
。

沖
ノ
島
の
イ
ワ
ク
ラ
は
、
沖
津
宮
の

北
側
斜
面
に
累
々
と
あ
る
巨
岩
群

で
あ
る
。

図
９
に
沖
ノ
島
の
地
図
を
示
す
。
図

１
０
は
、
図
９
に
表
示
さ
れ
た
沖
津
宮

の
山
側
の
岩
石
群
の
模
型
写
真
で
あ
る
。

（文
献
４
③
）
実
際
は
樹
林
に
囲
ま
れ

て
い
て
巨
岩
は
こ
の
よ
う
に
は
つ
き
り

と
は
見
え
な
い
。

図
１
１
は
、
図
１
０
に
対
応
し
た
沖

ノ
島
の
岩
石
群
の
実
測
配
置
図
で
あ
る
。

（文
献
４
③
）

亀
ｙ

で
井
ｒ
不
し
た
岩

は
、
岩

上
集
舗
¨
の

遺
跡
を
含
む
も
の
で
あ
る
か
ら
４
世
紀

後
半
～
５
世
紀
前
半
に
祭
祀
が
開
始
さ

れ
た
イ
ワ
ク
ラ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
　
　
３

ス

υ

。ゐ
ψ
で
表
示
し
た
岩
は
、
一岩
上
祭
祀
の

遺
跡
を
含
ま
ず
岩
陰
祭
祀
の
遺
跡
を
含

む
も
の
で
あ
る
か
ら
５
世
紀
後
半
～
６

世
紀
末
に
祭
祀
が
開
始
さ
れ
た
イ
ワ
ク

ラ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

満
）
で
表
一不
し
た
岩
は
半
，山覆
腰

ヽ
‥
′童
露

天
祭
祀
の
遺
跡
の
み
を
含
む
も
の
で
あ

る
か
ら
７
世
紀
に
祭
祀
が
開
始
さ
れ
た

図8 沖ノ島の位置



イ
ワ
ク
ラ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
沖
ノ
島
の
よ
う
な
狭
い
地
域

に
イ
ワ
ク
ラ
が
密
集
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
、
す
べ
て
の
イ
ワ
ク
ラ
が
同
時
に

祭
祀
の
対
象
と
な

っ
て
い
た
の
で
は
な

く
、
段
階
的
に
イ
ワ
ク
ラ
が
成
立
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。
表
３
に
、
こ
れ
ら
を

整
理
し
て
示
す
。

図9 沖ノ島の地図

図 10 沖津宮北側の岩石群の模型写真 (左下の建物が沖津宮)
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11 沖ノ島のイワクラ群の成立年 tの区分

鰊
● :岩上祭祀遺跡のある岩石

4世紀後半～ 5世紀前半 参
▲ :半岩陰・半露天祭祀

遺跡のみがある岩石

7世紀

靱
● :岩上祭祀遺跡がなく、

○ :岩陰祭祀遺跡がある岩石

5世紀後半～ 6世紀末 寺
露天の祭祀遺跡のエリア

8～ 1 0週ヒ糸己

方位 :上方が北 標高 80～90m
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表3 沖ノ島のイワクラの段階的成立

A:祭祀の対象となっていたイワクラの数

B:祭祀の形態に対応する遺跡の数

注1 伊勢遷宮 :雄略朝 (5世紀後半)(文献3② )
注2 社殿 織郵神道)のはじまり :
天理市礫本 (いちのもと)高塚遺跡 (6世紀後半)(文献19①、20)

注3 社殿神道の確立 :天武朝官社制度 (7世紀末)(文献23)

表
３
の
特
徴
と
し
て
、
岩
陰
祭
祀
の

時
代
に
、
祭
祀
遺
跡
の
数
と
共
に
イ
ワ

ク
ラ
の
数
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
、
奉

納
さ
れ
た
鏡
の
数
が
激
減
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〈祭
祀
形
態
の
変
遷
理
由
）

岩
上
祭
祀
の
時
代
が
、
河
内
王
朝
の

海
洋
国
家
を
目
指
す
政
策
に
端
を
発
し
、

三
輪
山
の
倭
笠
縫
邑
か
ら
伊
勢

へ
の
遷

官
に
よ
り
終
焉
し
た
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

続
い
て
祭
場
の
規
模
の
拡
大
に
対
応

し
た
岩
陰
祭
祀
の
時
代
は
、
社
殿
神
道

の
影
響
に
よ
り
終
わ
り
を
迎
え
、
半
岩

陰

・
半
露
天
祭
祀
の
時
代

へ
と
移
っ
て

行
く
。
三
輪
山
の
近
く
に
あ
る
６
世
紀

後
半
の
天
理
市
礫
本

（い
ち
の
も
と
）

高
塚
遺
跡
の
社
殿
跡
は
そ
の
考
古
学
的

な
傍
証
で
あ
る
。

７
世
紀
後
半
の
天
武
朝
に
お
け
る
官

社
制
度
は
、
社
殿
神
道
が
国
家
的
規
模

で
広
が
つ
て
よ
く
契
機
と
な
っ
た
。
そ

れ
が
、
８
世
紀
の
露
天
祭
祀
に
繋
が
つ

て
行
く
。

つ
ま
り
、
沖
ノ
島
の
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀

の
変
遷
は
、
社
殿
神
道
の
発
展
と
密
接

な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

４
　
三
輪
山
周
辺
の
遺
跡
と
イ
ワ
ク

ラ
祭
祀
の
変
遷

三
輪
山
に
は
、
奥
津
イ
ワ
ク
ラ

。
中

津
イ
ワ
ク
ラ

・
辺
津
イ
ワ
ク
ラ
の
三
つ

の
イ
ワ
ク
ラ
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
し

か
し
、
三
輪
山
の
イ
ワ
ク
ラ
の
分
布
図

（下
注
参
照
）
を
み
る
と
、
実
に
多
く

の
イ
ワ
ク
ラ
が
点
在
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
頂
上
の
奥
津
イ

ワ
ク
ラ
は
と
も
か
く
、
中
津
イ
ワ
ク
ラ

と
辺
津
イ
ワ
ク
ラ
は
ど
れ
が
ど
れ
だ
と

特
定
す
る
の
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

（注
）
三
輪
山
の
イ
ワ
ク
ラ
の
分
布
図
は
、

転
載
禁
止
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
残
念
な

が
ら
こ
こ
で
は
掲
載
で
き
な
い
。
文
献
１

６
③
を
各
自
直
接
参
照
の
こ
と
。

大
神
神
社
の
説
明
に
よ
れ
ば

C:鏡の出土数

年代 祭祀の形態 A

イワクラ座の数

B

遺跡の数

C

鏡の数

4世紀後半

～ 5世紀前半

● :岩上祭TE 2 5 45

5世紀後半

～ 6世紀末

○ :岩陰祭祀

(注 1)(注 2)

9 12 9

7世紀 ▲ :半岩陰 。半露天祭祀

(注 3)

2 2 0

8世紀

～ 10世紀

露天祭祀

岩とは無関係

0 3 0



『
現
在
、
神
社
で
は
文
字
に
従
っ
て
中
津

磐
座

・
辺
津
磐
座
は
中
腹

・
麓
の
磐
座
を

指
し
て
の
名
称
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る

が
、
共
に

一
個
処
に
と
ど
ま
ら
ず
、
数
も

多
く
、
こ
れ
だ
と
断
定
は
で
き
な
い
。
や

は
り
諸
先
輩
の
説
か
れ
る
よ
う
に
神
体
山

信
仰
で
は
、
「
い
わ
く
ら
」
は
全
山
処
々
に

点
在
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
か
、
あ
る

い
は
祭
祀
の
度
ご
と
に
磐
座
が
変
わ
っ
た

こ
と
も
あ
る
と
い
う
説
、
ま
た
頂
上
の
奥

津
磐
座
に
た
い
し
て
麓
の
三
カ
処
よ
り
祭

祀
を
奉
仕
し
た
か
ら
、
そ
の
線
上
は
そ
れ

ぞ
れ
に
辺
津
、
中
津
の
磐
座
が
存
在
す
る

と
い
う
説
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
』
と
あ

２

つ

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
多
数

の
イ
ワ
ク
ラ
が
あ
る
時
期
に
同
時
に
成

立
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
沖
ノ
島
の

イ
ワ
ク
ラ
の
事
例
で
示
し
た
よ
う
に
段

階
的
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
。
（文
献
１
６
④
）

図
１
２
～
図
１
６
は
、
奈
良
県
立
橿

原
考
古
学
研
究
所

「大
神
神
社
境
内
地

発
掘
調
査
報
告
書
」
（文
献
２
４
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
遺
跡

マ
ッ
プ
を
ベ
ー
ス

に
、
「三
輪
山
周
辺
の
遺
跡
と
イ
ワ
ク
ラ

祭
祀
の
変
遷
」
を
年
代
別
に
編
集
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
ス
テ
ツ
プ
０
・・崇
神
朝

全
二
輪
王
朝
）

が
登
場
す
る
前
段
階
　
図
１
２
弥
生
時

代
〉自
然
の
猛
威
に
お
の
の
く
古
代
に
お

い
て
は
、
祭
祀
は
生
き
る
こ
と
と
不
可

分
に
結
び
つ
い
て
い
た
。

３
世
紀
後
半
以
前
の
三
輪
王
朝
が
登

場
す
る
前
の
弥
生
時
代
の
纏
向
の
地
は

過
疎
地
で
あ
り
、
三
輪
山
の
山
麓
と
纏

向
川
と
初
瀬
川

（大
和
川
本
流
）
に
囲

ま
れ
た
水
垣
郷
と
呼
ば
れ
る
三
角
地
帯

に
、
縄
文
時
代
か
ら
続
く
三
輪

。
金
屋

遺
跡
と
芝
遺
跡
が
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
そ
れ
な
り
の
信
仰
が
息
づ

い
て
お
り
、
山
頂
の
奥
津
イ
ワ
ク
ラ
に

雷
神

（龍
神

・
蛇
神
）
を
、
今
の
大
神

神
社
の
禁
足
地

（下
注
参
照
）
に
水
神

（龍
神

。
蛇
神
）
を
祀
り
、
五
穀
豊
穣

や
雨
乞
い
を
祈
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
大
神
族

（出
雲
系
）

の
主
と
し
て
農
耕
に
係
わ
る
地
方
神

で

あ
り
、
王
権
と
は
か
か
わ
り
の
な

い
も

の
で
あ

っ
た
。

（注
）
三
輪
町
出
身
の
考
古
学
者
で
あ
る

樋
口
清
之
氏
の
論
文

（文
献
１
２
Ａ
②
）

に
禁
足
地
の
状
況
に
関
し
次
の
記
述
が
あ

７ハツ。『伝
聞
に
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
禁
足

地
は
三
輪
山
麓
に
発
達
し
た
小
渓
谷
に
は

さ
ま
れ
た
小
尾
根
の
末
端
の
低
平
な
地
で

あ
り
、
拝
殿
よ
り
数
百
米
に
し
て
そ
の
尾

根
の
頂
点
に
自
然
石
の
露
出
す
る
も
の
が

あ
り
、
そ
れ
が
辺
津
磐
座
の

一
で
あ
る
ら

し
い
の
で
あ
る
。
禁
足
地
は
そ
の
尾
根
の

裾
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
‥

・

禁
足
地
か
ら
、
弥
生
式
土
器
の
細
片
と
サ

ヌ
カ
イ
ト
の
石
屑
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か

ら

・
・
・
禁
足
地
の
祭
祀
の
起
源
は
、
少

な
く
と
も
今
の
と
こ
ろ
前
期
弥
生
式
文
化
、

二
千
数
百
年
以
上
に
遡
っ
て
考
え
ら
れ

る
。
』

上
記
か
ら
、
弥
生
時
代
に
は
、
山
頂
に
奥

津
イ
ワ
ク
ラ
、
現
在
の
禁
足
地
に
辺
津
イ

ワ
ク
ラ
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

大
神
族
が
出
雲
系

（文
献
１
２
Ｃ
）
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀

は
自
然
な
祭
り
と
言
え
よ
う
。
尚
、
禁
足

地
の
成
立
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
６
世

紀
後
半
以
降
で
弥
生
時
代
に
は
存
在
し
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

〈
ス
テ
ツ
プ
ー
‥
崇
神
～
仲
哀
期

（三

輪
王
朝
）
の
時
代

図
１
３
古
墳
時
代
前
期
相
当
〉

古
墳
時
代
の
前
期
、
三
輪
山
西
麓
の

纏
向
の
地
に
忽
然
と
姿
を
現
し
た
の
が

三
輪
王
朝
倉
ホ神
～
仲
哀
期
）
で
あ
る
。

水
垣
郷
に
あ
つ
た
三
輪

。
金
屋
遺
跡
と

芝
遺
跡
は
、
新
勢
力
で
あ
る
三
輪
王
朝

に
し
だ
い
に
吸
収
さ
れ
て
ゆ
く
。

三
輪
山
山
頂
の
奥
津
イ
ワ
ク
ラ
は
、

三
輪
王
朝
の
太
陽
祭
祀
の
場
と
な
り
、

麓
に
は
日
原
の
丘
に
倭
笠
縫
邑

（下
注

参
照
）
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
奥
津
イ

ワ
ク
ラ
ー
倭
笠
縫
邑
―
纏
向
遺
跡
群
は
、

古
代
祭
祀
の
聖
な
る
ラ
イ
ン
と
言
え
る

だ
ろ
う
。



（注
）
倭
笠
縫
邑
の
比
定
地
と
さ
れ
る
檜

原
神
社
付
近
に
は
、
祭
祀
関
係
の
遺
物
と

し
て
イ
ワ
ク
ラ
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
。
（文
献
２
４
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
倭
笠
縫
邑
の
時
代

に
遥
拝
所
的
な
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀
が
始

め
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

纏
向
遺
跡
を
築
い
た
も
の
は
、
北
九

州
か
ら
東
遷
し
て
き
た
人
々
、
い
わ
ゆ

る
天
孫
族
と
み
ら
れ
る
。
（文
献
６
）
近

代
的
な
鉄
製
武
器
を
装
備
し
た
東
遷
集

団
に
対
し
て
、
出
雲
系
の
大
神
族
の
と

る
道
は
二
つ
に

一
つ
で
あ
つ
た
。　
一
つ

は
、
大
和
に
侵
入
し
て
き
た
東
遷
集
団

と
戦

っ
て
追
い
払
う
こ
と
で
あ
り
、　
一

つ
は
、
こ
の
集
団
と
妥
協
し
て
生
き
残

る
こ
と
で
あ
る
。
戦
つ
て
は
と
て
も
か

な
わ
な
い
と
見
た
大
神
族
は
後
者
の
道

を
選
ん
だ
。

イ
ヮ
ク
ラ
祭
祀
は
、
元
々
は
出
雲
系

の
人
々
の
祭
祀
と
言
わ
れ
て
い
る
。
（文

献
２
５
）

三
輪
と
出
雲
の
並
々
な
ら
ぬ
関
係
は
、

三
輪
の
地
に

「出
雲
」
の
地
名
や
伝
承

が
多
い
こ
と
か
ら
も
想
像
で
き
る
。

・
三
輪
山
南
東
、
初
瀬
西
方
の

「出
雲
」

は
、
垂
仁
朝
に
出
雲
国
の
土
部
を
招
き

埴
輪
を
焼
い
た
伝
承
が
あ
る
。
ま
た
、

出
雲
国
出
身
の
野
見
宿
補
の
伝
承
も
あ

ス

υ

。・
三
輪
山
の
東
、
檜
垣

（ひ
が
い
）
町

に
あ
つ
た
と
さ
れ
る

「出
雲
荘
」
は
、

日
本
書
紀
に
み
え
る
出
雲
臣
の
管
理
し

た
荘
園
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

・三
輪
山
の
狭
井
神
社
近
く
に
あ
る
「出

雲
屋
敷
」
は
、
神
武
天
皇
の
皇
后
と
な

っ
た
大
神
の
娘
、伊
須
気
余
理
比
売
（い

す
け
よ
り
ひ
め
）
の
屋
敷
が
あ
つ
た
所

と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
山
ノ
神
祭
祀
遺
跡
が
発
見
さ

れ
た
所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

天
孫
族
は
、
三
輪
王
朝
の
時
代
に
イ

ヮ
ク
ラ
祭
祀
を
出
雲
系
の
大
神
族
よ
り

取
り
込
み
、
自
ら
の
太
陽
信
仰
と
習
合

さ
せ
た
。

最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
纏
向
遺
跡

群
の
中
で
最
も
古
い
と
さ
れ
る
石
塚
古

墳

（図
１
３
の
１
０
）
は
３
世
紀
初
頭

に
築
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
三
輪
王

朝
の
初
代
の
天
皇
は
崇
神
天
皇
で
３
世

紀
後
半
の
人
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
以
前
の
纏
向
の
地
に
か
な
り
大
き
な

集
落
が
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら

く
こ
れ
は
東
遷
集
団
の
先
駆
け
と
考
え

ら
れ
、
倭
国
騒
乱
の
時
代
に
北
九
州
か

ら
新
天
地
を
求
め
て
移
住
し
た
人
々
で

あ
ろ
う
。

大
集
団
が
移
動
す
る
場
合
、
目
的
地

に
関
す
る
何
等
の
情
報
も
な
し
に
動
く

こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
東
遷

集
団
は
、
そ
う
し
た
先
行
移
民
の
情
報

を
得
て
大
和
に
進
軍
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

（ス
テ
ッ
プ
２
‥
応
神
～
安
康
期

（河

内
王
朝
）
の
時
代

図
１
４
古
墳
時
代
中
期
相
当

（図
１
３

古
墳
時
代
前
期
相
当
》

（注
）
こ
の
時
代
は
、
古
墳
時
代
前
期
に
も

関
係
し
て
い
る
の
で
、
表
１
と
共
に

図
１
３
も
合
せ
参
照
願
い
た
い
。

こ
の
時
代
に
な
る
と
、
三
輪
王
朝
は

河
内
に
移
り
、
河
内
王
朝

（応
神
～
安

康
期
）
の
時
代
と
な
る
。
河
内
王
朝
は
、

海
洋
国
家
を
め
ざ
し
た
時
代
で
あ
り
、

こ
の
時
期
に
沖
ノ
島
に
お
い
て
大
陸
と

の
航
路
の
護
持
を
願
っ
て
イ
ワ
ク
ラ
祭

祀
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
の
イ
ワ
ク
ラ
祭

祀
の
原
型
は
、
三
輪
王
朝
の
時
代
に
三

輪
山
で
行
わ
れ
て
い
た
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀

で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

三
輪
山
で
は
、
倭
笠
縫
邑
の
王
権
祭

祀
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
三
輪
王
朝
移
転

後
の
大
神
族
を
主
と
す
る
残
存
勢
力
に

よ
る
辺
津
イ
ワ
ク
ラ
群
が
形
成
さ
れ
る
。

奥
津
イ
ワ
ク
ラ
の
遥
拝
所
と
し
て
の
辺

津
イ
ワ
ク
ラ
は
、
王
権
が
移
動
し
た
こ

と
に
よ
り
、
大
神
色
を
強
め
な
が
ら
し

だ
い
に
大
神
族
の
各
集
落
の
祭
祀
対
象

に
分
割
さ
れ
、
三
輪
山
山
麓
に
拡
大
し

て
ゆ
く
。
山
ノ
神
祭
祀
遺
跡
は
、
こ
の

拡
大
し
た
辺
津
イ
ワ
ク
ラ
群
の
一
部
と

考
え
ら
れ
る
。

40



〈ス
テ
ッ
プ
３
‥
雄
略
～
宣
化
期

（河

内
～
大
和
）
の
時
代

図
１
５
古
墳
時
代
後
期
相
当

（図
１
４

古
墳
時
代
中
期
相
当
》

（注
）
こ
′の
時
代
は
、
古
墳
時
代
中
期
に
も

関
係
し
て
い
る
の
で
、
表
１
と
共
に
図
１
４
も

合
せ
参
照
願
い
た
い
。

雄
略
朝
の
５
世
紀
後
半
に
、
王
権
に

よ
る
太
陽
祭
祀
が
三
輪
山
の
倭
笠
縫
邑

か
ら
伊
勢
に
移
転
し
た
。
（文
献
３
②
）

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
三
輪
山
の
祭
祀
権

は
大
神
族
に
返
還
さ
れ
た
。
大
神
族
は
、

自
ら
の
神
を
求
め
始
め
た
。
そ
し
て
、

祭
祀
の
中
心
は
か
つ
て
の
聖
地
で
あ
る

水
垣
郷
に
向
か
い
、
彼
ら
の
祖
先
神
た

る
大
物
主
神
の
神
話
が
生
み
出
さ
れ
た
。

５
世
紀
に
沖
ノ
島
と
三
輪
山
で
起
こ

っ
た
こ
の
祭
祀
上
の
大
き
な
変
化
を
表

４
に
ま
と
め
る
。
三
輪
山
の
山
ノ
神
祭

祀
遺
跡
の
遺
物
は
、
王
権
の
祭
祀
を
象

徴
す
る
本
物
の
鏡

・
剣

・
玉
か
ら
そ
の

模
造
量
産
品
に
変
化
し
て
い
る
。
（図
１

７
）
さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
土

製
摸
造
品
の
壺

・
瓢

・
杵

。
臼

。
案

。

柄
杓
等
が
登
場
し
て
い
る
。
（図
１
８
）

王
権
の
象
徴
で
あ
る
鏡

・
剣

・
玉
は
、

滑
石
製
模
造
品
に
簡
略
化

・
形
式
化
さ

れ
た
。

ま
た
、
土
製
摸
造
品
の
壺

・
瓢
・
杵

・

臼

。
案

・
柄
杓
は
大
神
族
の
農
耕
神
で

あ
る
大
物
主
神
の
復
活
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
る
。
５
世
紀
後
半
か
ら
６
世
紀

初
頭
の
遺
物
は
、
王
権
の
経
済
的
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
弱
く
な
っ
た
こ
と
、
イ
ワ

ク
ラ
の
数
が
急
増
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

安
価
な
量
産
品
と
な
っ
て
い
る
。

三
輪
山
の
祭
祀
遺
跡
と
し
て
は
、
山

ノ
神
遺
跡
の
出
土
品
ほ
ど
の
多
彩
さ
は

な
い
が
、
奥
垣
内

（お
く
が
い
と
）
遺

跡
が
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
５
世
紀
後
半

～
６
世
紀
初
頭
の
も
の
（文
献
２
７
②
）

で
、
山
ノ
神
遺
跡
の
後
期
に
相
当
す
る
。

遺
物
は
、多
数
の
滑
石
製
摸
造
品
の
他
、

土
製
摸
造
品
、
須
恵
器
が
含
ま
れ
て
い

る
。
　

尚
、　
一
部
、
４
世
紀
末
～
５
世

紀
前
半
の
土
師
器
や
新
羅
製
陶
質
土
器

の
混
入
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
伝

世
品
と
推
定
さ
れ
る
。

奥
垣
内
遺
跡
は
、
鏡

・
剣

・
玉
等
の

王
権
に
か
か
わ
る
遺
物
が
な
い
こ
と
か

ら
、
山
ノ
神
遺
跡
と
は
異
な
り
大
神
氏

専
有
の
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀
で
あ
る
こ
と
が

推
定
さ
れ
る
。

伊
勢
遷
官
の
後
、
大
神
族
の
占
有
と

な
っ
た
三
輪
山
は
、
イ
ワ
ク
ラ
の
最
盛

期
を
迎
え
る
。

イ
ワ
ク
ラ
の
増
加
に
従
い
、
奥
津
イ

ワ
ク
ラ
ヘ
の
登
拝
道

（イ
ワ
ク
ラ
線
）

の
周
辺
を
中
心
と
し
て
新
た
な
イ
ワ
ク

ラ
が
続
々
と
生
ま
れ
る
。
こ
れ
が
、
中

津
イ
ワ
ク
ラ
の
実
態
で
あ
っ
て
、
位
置

と
は
無
関
係
な
増
大
し
た
イ
ワ
ク
ラ
で

あ
る
。
従
っ
て
、
本
論
文
で
は
中
津
イ

ワ
ク
ラ
を
、
５
世
紀
後
半
～
６
世
紀
前

半
に
生
ま
れ
た
大
神
族
占
有
の
イ
ワ
ク

ラ
と
定
め
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
奥
垣

内
遺
跡
の
イ
ワ
ク
ラ
は
中
津
イ
フ
ク
ラ

に
分
類
さ
れ
る
べ
き
も
の
考
え
ら
れ
る
。

ヤ
マ
ト
王
権
が
三
輪
山
に
お
い
て
奉

斎
し
た
太
陽
神
は
光
で
あ
っ
た
。
光
は

空
を
飛
ぶ
も
の
で
あ
り
、
中
津
イ
ワ
ク

ラ
は
無
用
で
あ
る
こ
と
は
祭
祀
的
に
明

ら
か
で
あ
る
。
中
津
イ
ワ
ク
ラ
は
人
格

神
の
よ
う
な
光
以
外
の
神
に
適
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

イ
ワ
ク
ラ
の
増
加
の
理
由
と
し
て
は
、

各
集
落
ご
と
に
イ
ワ
ク
ラ
を
設
け
た
と

か
、
祈
る
内
容
が
イ
ワ
ク
ラ
ご
と
に
異

な
っ
て
い
た
と
か
、
イ
ワ
ク
ラ
を
年
毎

に
更
新
し
た
と
か
様
々
の
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
い
わ
ば

一
種
の
イ
ワ
ク
ラ
ブ

ー
ム
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
、
沖
ノ
島

に
お
い
て
も
イ
ワ
ク
ラ
が
急
増
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

後
世
に
中
津
イ
ワ
ク
ラ
と
呼
ば
れ
る

の
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
禁
足
地
の

祭
祀
が
確
立
し
た
６
世
紀
後
半
以
降
に
、

三
輪
山
全
体
の
イ
ワ
ク
ラ
を
頂
上
部
、

中
腹
部
、
周
辺
部
に
分
類

・
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。
当
時
の
人
々
に
と
つ
て

中
津
イ
ワ
ク
ラ
の
意
識
が
な
か
っ
た
こ

と
は
、
三
輪
山
の
イ
ワ
ク
ラ
の
分
布
図

（文
献
１
６
③
）
を
見
て
も
、
明
ら
か

で
あ
る
。
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表4 5世紀の中頃 (中津イワクラ発生時)に沖ノ島と三輪山で起こった祭祀上の変化

5世紀前半以前 5世紀後半以後

沖ノ島

遺跡の存在する
イワクラの数

岩上祭祀遺跡
2個

岩陰祭祀遺跡
9個

祭祀遺跡の数
岩上祭祀遺跡

5ヶ所
岩陰祭祀遺跡
12ヶ所

三輪山

山ノ神

祭祀遺跡
下注参照

遺物

小形素文鏡
貪1形鉄製品
碧玉製勾玉

。滑石模造品の

鏡 (双孔円板)
貪1・ 玉 (勾玉)
。土製模造品の壺・瓢 。杵・

臼 。案 。柄杓等

特徴 本物志向 (高級品)
口印
口叩

造
産
模
量

(簡素 。安物)

祭祀の性向

倭笠縫邑 (元伊勢)
太陽神
ヤマト王権の祭祀

伊勢への遷官
大物主神 (農耕神 )
大神族の氏神祭祀

■■賠1驀1拳
Ⅲ I苺1謝■績
|■ ‐馨‐ 1響 :擬

|‐
‐瘍|‐|
|||||:|||~詭直酔|
幌

躇 |||||

山ノ神遺跡出土品 (文献26A)

響  ‐

1穆‐

■||1込ガ

:麟‐

蓬t撃
|

‐:.:|lilllillllllllllill

薔
驚
奪
苺
聡
七
勲
ヽ
）義
〓
響
鷲
”・饉
饉
鬱
諄
婦
薔

壕
一

4世紀後半～ 5世紀前半 5世紀後半～ 6世紀初頭

上 鉄片 (剣 )
中 銅鏡
下 碧玉製勾玉

左側より3列 滑石製摸造品の勾玉
右側 1列 滑石製摸造品の有孔円板 (鏡の代用品)
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図18 山ノ神遺跡出土品 (土製模造品)(文献13)5世紀後半～6世紀初頭の遺物 (文献27① )

りいI

■|1極 |

■■ |゙ね   |` ■

■雙絡 ■整鐵

〈
ス
テ
ッ
プ
４
‥
欽
明
～
光
仁
期

（禁

足
地
で
の
一
括
祭
祀
）
の
時
代

図
１
６
飛
鳥
時
代

・
奈
良
時
代

（図
１

５
古
墳
時
代
後
期
相
当
》

（注
Ｙ

」
の
時
代
は
、
古
墳
時
代
後
期
に
も

関
係
し
て
い
る
の
で
、
表
１
と
共
に
図
１
５
も

合
せ
参
照
願
い
た
い
。

６
世
紀
後
半
に
な
る
と
イ
ワ
ク
ラ
祭

祀
は
衰
退
期
を
迎
え
る
。

こ
の
頃
、
三
輪
王
朝
の
残
存
勢
力
の

水
垣
郷
へ
の
帰
還
は
最
終
段
階
を
迎
え
、

祭
祀
の
中
心
は
大
神
神
社
の
禁
足
地
に

集
約
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
７
世
紀

段
階
の
須
恵
器
の
出
土
が
禁
足
地
と
若

宮
社
の
み
に
限
ら
れ
、
そ
の
数
も
激
減

す
る
こ
と
、
滑
石
製
模
造
品
を
利
用
し

た
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀
が
６
世
紀
末
に
消
滅

す
る
こ
と
か
ら
も
い
え
る
。
（文
献
２

８
）そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
図
１
６

の
３
１
の
イ
ワ
ク
ラ
群
が
重
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
イ
ワ
ク
ラ

は
マ
グ

マ
の
よ
う
に
流
動
的
で
あ
っ
た
。

新
し
く
生
ま
れ
る
イ
ワ
ク
ラ
も
あ
れ
ば
、

死
ん
で
ゆ
く
イ
ワ
ク
ラ
も
あ

っ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
の
イ
ワ
ク
ラ
が
動
き
を

失

つ
て
固
定
化
し
た
時
、
イ
ワ
ク
ラ
の

生
成
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。

イ
ワ
ク
ラ
は
元
々
、
祭
祀
者
が
岩
に

対
座
し
て
行
う
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か

し
、
禁
足
地
で
の
祭
祀
は
、
三
輪
山
に

無
数
に
あ
る
と
さ
れ
る
イ
ワ
ク
ラ
を
、

禁
足
地
を
通
し
て
神
体
山
と
し
て

一
括

し
て
拝
む
も
の
と
し
た
。
ン
）
の
方
式
は
、

合
理
的
で
あ
る
が
、
反
面
、
イ
ワ
ク
ラ

と
人
と
の
生
の
関
係
が
絶
た
れ
た
よ
そ

よ
そ
し
い
も
の
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
、

人
の
血
で
あ
り
肉
で
あ
っ
た
イ
ワ
ク
ラ

祭
祀
、
即
ち
古
代
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀
は
終

わ
り
を
告
げ
た
。
そ
し
て
、
沖
ノ
島
に

お
い
て
、
半
岩
陰

。
半
露
天
祭
祀
が
始

ま
る
。
こ
の

「半
露
天
」
の

「露
」
の

一
字
こ
そ
、
人
が
岩
か
ら
離
れ
、
社
殿

神
道

へ
と
向
か
う
端
緒
と
な
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
思
想
的
に
は
、
文
明

の
進
歩
に
よ
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
か
ら
の
離



脱
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
社
殿
神
道
の

流
れ
こ
そ
、
イ
ワ
ク
ラ
の
変
遷
を
も
た

ら
し
た
原
動
力
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
時
期
は
、
仏
教
の
導
入
を
巡
っ

て
物
部

・
蘇
我
両
氏
が
激
し
く
争
っ
て

い
た
頃
で
あ
る
。
排
仏
派
の
敏
達
天
皇

は
、
崇
仏
派
を
抑
圧
す
る
と
と
も
に
太

陽
祭
祀
を
司
る
日
祀
部
（ひ
ま
つ
リ
ベ
）

を
各
地
に
設
置
し
た
。
（文
献
１
９
②
）

こ
れ
は
仏
教
に
対
抗
し
た
国
神
祭
祀
の

近
代
化
で
あ
り
、
社
殿
神
道
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
。

社
殿
神
道
は
、
伽
藍
を
持
つ
仏
教

ヘ

の
対
抗
策
と
し
て
始
ま
り
、
全
国
の
イ

ワ
ク
ラ
祭
祀
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

大
神
神
社
は
、
社
殿
を
持
た
な
い
こ
と

で
有
名
で
あ
る
が
、
別
の
形
で
社
殿
神

道
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

「三
輪
高
宮
家
系
図
」
に
よ
れ
ば
、

大
神
祭

（四
月
祭
）
は
欽
明
朝
に
始
め

ら
れ
た
と
あ
る
。
こ
れ
も
、
排
仏
派
の

三
輪
君
氏
に
よ
る
仏
教

へ
の
対
抗
策
と

思
わ
れ
る
。
（文
献
１
９
③
）

こ
れ
以
降
、
三
輪
山
に
お
け
る
従
来

の
イ
ワ
ク
ラ
個
別
祭
祀
は
、
露
天
祭
祀

の
要
素
を
取
り
入
れ
た
禁
足
地
で
の
イ

ワ
ク
ラ

一
括
祭
祀
の
形
態
に
変
貌
し
た
。

神
社
の
社
殿
建
築
が

一
般
化
す
る
時

期
に
つ
い
て
は
、
飛
鳥
時
代
末
、
律
令

制
下
の
官
社
制
度
が
成
立
し
た
天
武
朝

（７
世
紀
末
）
で
あ
る
と
の
有
力
な
説

が
あ
る
。
（文
献
２
３
）

奈
良
時
代
に
な
り
、
７
１
２
年
古
事

記
、
７
２
０
年
日
本
書
紀
が
編
纂
さ
れ
、

日
本
の
古
代
史
が
ま
と
め
ら
れ
る
。
し

か
し
、
そ
の
中
に
は
奥
津
磐
座

。
中
津

磐
座

・
辺
津
磐
座
の
用
例
が
見
当
た
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
イ
ワ
ク
ラ
思

想
は
確
立
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
と
思
わ

れ
る
。

そ
の
後
、
奈
良
時
代
末
期
の
宗
像
大

社
に
お
い
て
、
宗
像
三
神
の
一
括
祭
祀

（合
祀
）
が
始
ま
つ
た
こ
と
が

「筑
前

国
続
風
上
記
　
巻
之
十
六
」
（文
献
２

９
）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
合
祀
は
、
祭
祀
の
省
力
化
、
神
々

の
序
列
化
を
進
め
た
も
の
で
あ
り
後
世

的
な
考
え
方
と
思
わ
れ
る
。

『
田
島
、
大
島
、
奥
津
島
、
三
所
と

も
に
、
何
れ
も
三
神
を

一
社
に
合
わ
せ

祭
り
て
、
各
其
社
の
主
と
す
る
所
を
中

座
に
崇
め
奉
る
、
社
家
に
は
、
光
仁
天

皇
天
應
元
年

（７
８
１
年
）
に
神
託
有

て
、
邊
津
宮
の
社
内
に
、
奥
津
島
、
中

津
島
の
両
神
を
勧
請
し
て
、　
一
所
に
崇

め
奉
る
と
云
博

へ
侍
る
』

文
中
、
田
島
は
辺
津
宮
、
大
島
は
中

津
宮
、
奥
津
島
は
沖
津
官
が
鎮
座
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
尚
、
奥
津
島
は
、
沖

ノ
島
の
こ
と
で
、
「筑
前
国
続
風
土
記
」

に
下
記
の
注
釈
が
あ
る
。

『奥
津
島
　
俗
に
此
島
を
お
き
の
島
と

云
、
神
を
お
き
の
御
神
と
云
、』

こ
の
一
事
か
ら
で
も
、
三
輪
山
の
奥

津
磐
座

。
中
津
磐
座

・
辺
津
磐
座
の
呼

び
方
が
、
沖
ノ
島
か
ら
の
転
用
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
先
の
論
文

（文
献
６
）
を
参

照
願
い
た
い
。

中
座
に
沖
津
神
が
鎮
座
す
る
奥
津
島

で
の
神
座
の
配
置
は
、
「筑
前
国
続
風
土

記
」
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ブハフ。左
第
二
　
市
杵
島
姫
神

（い
ち
き
し

ま
ひ
め
か
み
）
　

辺
津
宮

中
第

一　

田
心
姫
神

（た
ご
り
ひ
め

か
み
）　
　
　
　
沖
津
官

右
第
二
　
喘
津
姫
神

（た
ぎ
つ
ひ
め

か
み
）　
　
　
　
中
津
宮

（注
）
「筑
前
国
続
風
土
記
」
に
よ
れ
ば
、
沖

津
宮
の
祭
神
を
市
杵
島
姫
神
、
辺
津

宮
の
祭
神
を
田
心
姫
神
と
す
る
説
も

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
中

津
宮
の
配
置
右
第
二
は
不
動
で
あ
る
。

沖
ノ
島
で
の
神
座
の
配
置
、
下
記
の

大
三
輪
鎮
座
次
第

（文
献
ｌ
Ａ
Ｂ
）
を

見
れ
ば
、
当
然
三
輪
山
の
三
ツ
鳥
居
に

反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
先
の

論
文

（文
献
６
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、

三
神
思
想
は
海
人
の
も
の
で
あ
り
、
三

輪
山
は
、
イ
ワ
ク
ラ
を
も
つ
て
山
に
展

開
さ
れ
た
海
人
思
想
で
あ
る
と
も
言

え
る
。
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『大
物
主
大
神
は
奥
津
磐
座
、
大
己
貴

神
は
中
津
磐
座
、
少
彦
名
神
は
辺
津
磐

座
に
鎮
座
し
ま
す
由
云
へ
り
。
今
も
鳥

居
を
三
個
に
造
り
て
。
三
柱
を
斎
き
奉

る
由
云
博

へ
た
り
。
』

か
く
し
て
、
「古
来
、
一
社
の
神
秘
な

り
」
と
さ
れ
た
大
神
神
社
の
三
ツ
鳥
居

の
神
座
の
配
置
は
次
の
よ
う
に
な
る
こ

と
が
わ
か
る
。

左
第
二
　
少
彦
名
神

（
配
祀
）

辺
津
磐
座

中
第

一　
大
物
主
大
神

（御
祭
神
）

奥
津
磐
座

右
第
二
　
大
己
貴
神

（
配
祀
）

中
津
磐
座

神体山 (中央 :奥津磐座 右 :中津磐座 左 :辺津磐座)を奉る。
図 19 -社 の神秘とされる大神神社の三ツ鳥居 (文献30)

こ
の
よ
う
に
し
て
、
神
体
山
と
し
て

の
三
輪
山
全
体
は
三
ツ
鳥
居
を
透
し
て

拝
さ
れ
る
こ
こ
と
な
り
、
三
つ
の
イ
ワ

ク
ラ
の
一
括
祭
祀
は
社
殿
を
持
た
な
い

社
殿
神
道
と
し
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

尚
、
〓
一ツ
鳥
居
は
檜
原
神
社
に
も
あ
る
。

（図
６
参
照
）
そ
れ
は
、
す
で
に
述
ベ

た
よ
う
に
檜
原
神
社
が
、
元
伊
勢
で
あ

る
と
共
に
元
大
神
で
も
あ
る
こ
と
に
よ

スυ
。こ

こ
に
、
奈
良
時
代
末
に
建
立
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
大
神
神
社
の
ニ
ツ
鳥

居
は
、
三
輪
山
の
社
殿
を
持
た
な
い
社

殿
神
道
の
教
義
と
し
て
の
三
つ
の
イ
ワ

ク
ラ
思
想
の
確
立
を
象
徴
す
る
も
の
で

あ
る
と
結
論
さ
れ
る
。

45



図 12 ステップ0 三輪山周辺の遺跡とイワクラ祭祀の変遷

(弥生時代 表 1参照)

饉
々
影
″
ヴ
″

蠣饗

3世紀前半以前 崇神朝 (三輪王朝)が登場する前段階
・縦縞のエリア :本論文が独自に推定した時代区分

21奥津磐座、30大神神社禁足地 (辺津磐座)に、大神族が農耕に

係わる地方神 (雷神・水神)を祭つていたと推測される。

・横縞のエリア :橿原考古学研究所が記載している時代区分

17芝遺跡 (縄文後期～) 32三 輪 。金屋遺跡 (縄文前期～)
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図 13 ステップ1 三輪山周辺の遺跡とイワクラ祭祀の変遷

(古墳前期 表 1参照)

3世紀後半～4世紀前半 崇神～仲哀期 (三輪王朝)の時代にほぼ相当

・縦縞のエリア :本論文が独自に推定した時代区分

2¬ 奥津磐座 24倭 笠縫邑 (元伊勢)

・横縞のエリア :橿原考古学研究所が記載している時代区分

¬渋谷向山古墳 (伝景行天皇稜) 2赤 坂古墳 3シウロウ塚古墳

5柳本大塚古墳 6檜垣遺跡 17芝遺跡 20車 谷遺跡

以下、纏向遺跡群 (横縞の大きなエリア)

8勝山古墳 9矢塚古墳 10石塚古墳 ¬1東田大塚古墳

12箸墓古墳 13ホ ノケ古墳

其轟

や
ヽ
ザ
一

ヽ
ヽ
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図 14 ステップ2 三輪山周辺の遺跡とイワクラ祭祀の変遷

(古墳中期 表 1参照)

4世紀後半～ 5世紀前半 応神～安康期 (河内王朝)の時代にほぼ相当
・縦縞のエリア :本論文が独自に推定した時代区分

21奥津磐座 23辺津磐座 24倭 笠縫邑 (元伊勢)
・横縞のエリア :橿原考古学研究所が記載している時代区分

16茅原大墓古墳 25山 ノ神祭祀遺跡 (辺津磐座)

27奥垣内 (お くがいと)祭祀遺跡 (中津磐座 山ノ神より後に成立)
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図 15 ステップ3 三輪山周辺の遺跡とイワクラ祭祀の変遷

(古墳後期 表 1参照)

5世紀後半～6世紀前半 雄略～宣化期 (伊勢遷宮以降)の時代にほぼ相当

・縦縞のエリア :本論文が独自に推定した時代区分

21奥津磐座 22中津磐座 23辺津磐座

・横縞のエリア :橿原考古学研究所が記載している時代区分

4珠城山古墳群 15馬塚古墳 18狐塚古墳 19弁天社古墳

27奥垣内 (お くがいと)祭祀遺跡 (中津磐座)
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図 16 ステップ4 三輪山周辺の遺跡とイワクラ祭祀の変遷

(飛鳥時代・奈良時代 表 1参照 )

7・

6世紀後半～8世紀末 欽明～光仁期 (仏教伝来以降)の時代にほぼ相当

・縦縞のエリア :本論文が独自に推定した時代区分

21奥津磐座 31中 津磐座 30大 神神社禁足地 (辺津磐座)

33海柘招市推定地
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５
　
ま
と
め

奥
津

。
中
津

・
辺
津
イ
ワ
ク
ラ
の
成

立
過
程
を
、
ま
と
め
と
し
て
表
５
の
沖

ノ
島
と
二
輪
山
の
時
系
列
比
較
に
よ
つ

て
示
す
。

奥
津
イ
ワ
ク
ラ

。
中
津
イ
ワ
ク
ラ
・

辺
津
イ
ワ
ク
ラ
の

「二
つ
の
イ
ワ
ク
ラ

か
ら
な
る
祭
祀
思
想
」
は
、
太
古
か
ら

あ
る
祭
祀
思
想
で
は
な
く
、
６
世
紀
後

半
以
降
の
大
神
神
社
形
成
期
に
沖
ノ
島

と
の
祭
祀
的
な
交
流
の
な
か
で
成
立
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
輪
山
の
イ

ワ
ク
ラ
マ
ッ
プ
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
直
線
的
に
行
儀

良
く
並
ん
だ
も
の
で
も
な
い
。

イ
ワ
ク
ラ
の
研
究
は
、
考
古
学

・
歴

史
学
か
ら
は
、
そ
の
論
証
の
困
難
さ
か

ら
長
い
間
傍
流
に
置
か
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
イ
ワ
ク
ラ
が
厳
然
と
存
在
す
る

事
実
は
何
人
も
否
定
し
が
た
い
で
あ
ろ

う
。
私
は
、
未
知
の
領
域
を
多
く
含
ん

だ
イ
ワ
ク
ラ
の
研
究
が
、
古
代
の
解
明

に
有
益
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
る
も
の
で

あ
る
。

了

表5 沖ノ島と三輪山の時系列比較

王権祭祀
時代区分
在位天皇名

応神・案康期|

沖ノ島の

祭祀形態

山ノ神

祭祀遺跡

奥垣内

祭祀遺跡

三輪山
イワクラ君羊
`D段階的成立

三つの

イワクラ思想の

成長

神の観念の

変遷
倭笠縫邑

檜原神社

(日 原社)

イワクラ急増 ○大 はじまり

難地で|の■循祭祀→1■

三つのイワクラ思想の成長

三種の神器 :土製摸造品 (農機具

:太陽光祭祀 :      :土 製摸造品
●:奥津精″11 河内王権 :
:      :太 陽光祭祀 :古代太陽光祭祀の

辺ユ準Fイワクラ

(鏡 。貪1・ :の ミニチュア)
玉)  |
奥垣内 "11薫

=中
津イワクラ

纏向王権 :      :滑 石製摸造品

イワクラ急増

記紀の神々の登場

古事記 712年○
日本書紀 720年〇

律令官社制 7世紀末〇
宗像大社三神合祀 781年○
(二つのイワクラ思想の成立)

〇社殿のはじまり6世紀後半

年代⇒ 3J士糸己 4世紀 5 コ 6世紀 7Jヒ糸己 8刊ヒ糸己

崇神 1 E期

山ノ神

石 工 寮 川,L‐ 千肴 F°  1 蕗κ

社殿神道の

発展

年代⇒ 3」士糸己 4世 L糸己 5 己ヽ 6世士糸己 7Jヒ糸己 8世紀
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